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評価グリッド  パレスチナ  「ジェリコ及びヨルダン渓谷における廃棄物管理能力向上プロジェクト」終了時評価    作成 2008 年 6月 27 日 

 

評価

項目 

評価設問 

大項目 
小項目（指標） 調査結果 

衛生的な廃棄物管理（SWM）システムの導入は基本的には達成した。しかし、ジェリコ及びヨルダン渓谷地域の広域行政計画・開発カウ

ンシル（JCspd JJRRV）及び専門家チーム（JET）の努力にもかかわらず、財政的な脆弱性、政治的混乱、及び国連開発計画（UNDP）経

由無償資金協力による機材の導入の遅れに起因する新しい運搬・収集システムの事業化定着の遅れにより、持続性の確保が達成されておら

ず、プロジェクト目標１は、現状では完全には達成できていない。 

質問票調査によれば、プロジェクト目標 1 が達成したかについて 26 人の回答者の 5段階のスコアは、悪い（2）、普通（9）、良好（10）、

非常に良い（5）であり、平均は普通と良好の間の 3.7 であった。 

収集・運搬が改善され、不法投

棄が減少する。 

 

JCspd JJRRV による廃棄物収集の開始以前に、定期収集を行っていたのは、ジェリコ（Jericho）など 3自

治体のみであり、現在サービスを受けているそれ以外の自治体は、JCspd JJRRV の収集サービス開始後、

新しく廃棄物処理サービスを受けており、収集・運搬はベースラインからは大きく改善されているといえ

る。また、不法投棄に関しては、定期的な収集サービスを受ける自治体が増えたことに加え、衛生・管理

状況の悪い 4つの処分場への持ち込みをやめ、現在は、ジェリコ、アル・オージャ（Al-Ojah）、トゥバス

（Tubas）の 3ヵ所の処分場を利用している点から、減少したといえる。 

しかしながら、連携案件である UNDP 経由での無償資金協力機材の供与が当初の予定より遅れており、プ

ロジェクト期間内の供与は絶望的である。 

インタビューした 3地方自治体の長は、だれもが約束どおりコンテナと収集車両が配布されないことに不

満を示した。サービス料金の支払いがなくサービスを休止している自治体の一つ、Ein Al-Bidah の村長は、

コンテナの配布とゴミ収集車両の配置がない状態では住民は納得しないと語った。JCspd JJRRV が収集・

運搬改善活動を続けるためには、新しい収集車両と重機の投入は不可避であり、確実な調達時期を示す必

要がある。 

JCspd JJRRV は既存の車両を前提に、ゴミ収集方法の改善策を検討している。しかしながら、耐用年数を

過ぎた車両が多く、対策の有効性は短期間に限られ、古い車両の故障により、サービス中止の状況も考え

られる。 

実

績

の

検

証 

プロジェクト目標の

達成見込み 

 

プロジェクト目標 1 

ジェリコ及びヨルダ

ン渓谷に持続的で衛

生的な廃棄物管理シ

ステムが導入される。

 

医療廃棄物の分別収集と適正

処分がなされる。 

プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）では、医療廃棄物管理実態調査報告ペーパーを作成・報

告することで、医療機関が現状を把握し、適正な処分をすることを想定していたが、医療機関の財政状況

が厳しく、医療廃棄物もジェリコ処分場で受け入れているという状況である。医療廃棄物の分別収集と適

正処分がなされているとはいえないが、厳しい条件下ではほぼ最適の方法であったと評価する。 
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 医療廃棄物の当該地域での処理方法としては、地域の医療施設から出た医療廃棄物を日本の無償資金協力

で建設した新ジェリコ病院に集め、焼却炉で焼却処理をするという方法が提言されたが、実際には、同病

院は運転費 200 米ドル/月が工面できず、焼却炉を利用していない。現在は、暫定的な措置として、新ジ

ェリコ病院内にジェリコ市所有のコンテナが置かれ、病院内で発生するすべての廃棄物をジェリコ市が収

集し、ジェリコ処分場内にフェンスで隔離した専用場所に投棄している。 

現地の条件に応じた適正技術

による衛生埋立（Controlled 
Landfill）がなされる。 

2007 年 1 月よりジェリコ処分場の改善工事を開始し、3 月 21 日には開所式を迎えている。遮水シートを

張り、ガス抜き管、浸出水池を備えた準好気性の当該処分場は、当該地域で唯一、衛生埋立方式を行って

いる処分場として利用されているが、残余期間が半年程度と短いことから、中間評価の提言を受けて、2007

年 11 月、拡張工事が行われ、2008 年 3 月完成、残余期間は合計で 4 年になった。 

  

廃棄物管理を担う機関が、健全

な財政基盤を備える。 

JCspd JJRRV の財政基盤は事業立ち上がり時期としてはまずまずであるが、今後収入増に課題を残す。 

2007 年度の収支実績は、表 1に示すとおり、2万 2,000 シェケル（NIS）の赤字（現金のマイナス）である。

（なお、この決算にはゴミ持込費の未払い費用が計上されていないこと、減価償却費を計上していないこ

とを考慮すると、実質的赤字は 2万 2,000NIS より大きいと思われる）。JCspd JJRRV は 2007 年 1 月に SWM
サービスを開始して、わずか 1年間の成果であり、評価できる。 

 

専門家はこの決算内容を次のように説明した。「ジェリコ市の収益源である水料金でさえ徴収率は 50％程

度、ジェリコ市によるサービスに対する SWM 料金に至っては 40％程度である。そういうなかで、JCspd 
JJRRV の徴収率は 60％であり、この実績は評価できる。JCspd JJRRV の料金には、機材の原価償却費を含

んでいる。最初から関係者にその必要性を根づかせること、また最初は減価償却費なしでも済ませたが、

後年に含めると大きな反動を来すため、あえて初年度から含めた。このため、徴収率が低く出ているが、

戦略的施策である。今後は、財政基盤強化を図る段階である。幸い、優秀な職員が配属され、収入増強策

には着手している。また、収入の 8 割を占めるジェリコ市については連携が欠かせないので、JCspd JJRRV
の財務は市財務部と定期的に会合をもっている。」 JCspd JJRRV の収入に占めるジェリコ市の比率は、

2007 年予算ベースで 77％、2007 年実績ベースで 88％である。事業初年度はジェリコ市の貢献が大きく、

他自治体の貢献度のばらつきが目立つ結果であった。 
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 表 1：JCspd JJRRV 2007 年度収支実績 

（単位：1,000NIS） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近 4ヵ月間の月次収支表については、2007 年同期の実績とともに示す表 2 のとおりである。キャッシュ

ベースでは浮き沈みがあり、不安定であり、改善の余地がある。 

表 2：キャッシュベース・バランス 

（単位：NIS） 

  1 月 2 月 3 月 4 月 

Cash-in 107,023 71,939 95,097 72,229 
Cash-out 128,198 72,201 97,338 81,078 2007 

Balance -21,175 -262 -2,241 5,438 
Cash-in 102,159 88,659 138,461 96,841 

Cash-out 98,173 93,406 144,093 91,403 2008 

Balance 3,986 -4,747 -5,632 5,438 
出所：JCspd JJRRV 

 

事業活動
a.当初予算 b.実績 差額(=b-a)

2007年度料金及び2006年度負担金 1,713 985 -728
（参考：修正予算） (1,583)
人件費 546 444 -102
燃料費：１）車両 237 226 -11
燃料費：２）重機 108 0 -108
重機レンタル費 0 113 113
保全・補修費 170 176 6
ゴミ持込費 83 0 -83
その他 54 61 7
減価償却費 406 0 -406

合計 1,613 1,020 -593
100 -35 -135

収入 供与 0 438 438
その他 0 4 4

合計 0 442 442
支出 資産取得 100 429 329

収支 -100 13 113
0 -22 -22

20.5
総収支

現金・預金残高（2007年末）

2007年度

支出
SWMサー

ビス

その他

収支項目

収支
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  また、政府からの交付金が財政基盤改善のため不可欠として交付されることを期待してきたが、パレスチ

ナ自治政府（PNA）の財政状況からみて早期解決の見通しは立てにくい。以上から、JCspd JJRRV が、サ

ービス収入を伸ばして健全な財務基盤を固めるまでには、さらに 1～2年の時間が必要と思われる。 

JCspd JJRRV の経験を、合同調整委員会（JCC）、パレスチナ廃棄物管理会議（PCSWM：仮称）、セミナー、ワークショップ等の機会に、

他 JCspd 等へ提供しており、プロジェクト目標 2 は達成しつつある。 

質問票調査によれば、プロジェクト目標 2 が達成したかについて 23 人の回答者の 5 段階のスコアは、非常に悪い（1）、悪い（1）、普通

（8）、良好（10）、非常に良い（3）であり、平均は普通と良好の間の 3.6 であった。 

 

プロジェクト目標 2 

ジェリコ及びヨルダ

ン渓谷の改善事例経

験が、パレスチナ他都

市の廃棄物管理の改

善に向けたモデルケ

ースとなる。 

パレスチナ他地域においてジ

ェリコ及びヨルダン渓谷の改

善事例が認識される。 

アウトプット 7 については、国別研修に関して、パレスチナ「廃棄物管理能力向上」コースが、2005 年 9

月 5 日から同 10 月 7 日、2006 年 11 月 1 日から同 12 月 1 日と 2007 年 10 月 10 日から同 12 月 2日の、計

3 回開催されており、それぞれ 5人、8人、9人の関係者が参加している。ヨルダンへの第三国研修（2006

年 9 月 16 日から 22 日）がヨルダン環境省、アンマン市役所、在ヨルダン JICA 専門家の協力を得て実施

されており、JCspd JJRRV 職員、JCspd JJRRV 理事会メンバーら合わせて 9 人が研修に参加している。付

属資料 1.ミニッツ（合同評価報告書）の ANNEX5:List of the trainees in Japan and Jordan を参照。 

その他、JCC や各種ワークショップには他の JCspd や自治体からも招かれており、その際に JCspd JJRRV
の経験が共有され、認識は広がりつつある。地方自治庁広域行政計画・開発カウンシル局（MoLG DJCspd）
では、国家廃棄物・下水委員会（National Committee on Solid Waste Management and Wastewater）が活

発な活動を再開した際には、この場で JCspd JJRRV の経験を広く共有し、当該委員会を中心に策定予定の

廃棄物国家計画にも反映させていきたいと考えている。付属資料 1.ミニッツ（合同評価報告書）の

ANNEX9:Development Strategy of SWM - Comments by the Project Director を参照のこと。 

アウトプット（成果）の達成状況 

JCC、JCspd JJRRV の総会や理事会が組織され、現在までに、JCC は 9 回、JCspd JJRRV 総会は 7 回、理事会は 14 回、定期的に開催され

ており、アウトプット 1は達成されている。 

質問票調査によれば、アウトプット 1が達成したかについて、25 人の回答者の 5段階のスコアは、悪い（3）、普通（8）、良好（9）、非

常に良い（5）であり、平均は普通と良好の間の 3.6 であった。（Questionnaire A-4-1） 

 

1. プロジェクトの運

営体制が確立する 

1.1 プロジェクト合同調整委

員会（JCC）等の設置と定期

開催 

JCC は 2005 年 12 月に設立され、プロジェクト全体の運営管理を行ってきた。現在までに、JCC は 9回開

催されている。JCC メンバーは次の 8名であるが、表 3 の JCC 開催記録によれば、各回ともメンバー以外

の関係者が参加して運営されている。 

1．Mr. Kamel Hemeid 地方自治庁広域行政計画・開発カウンシル局長  

2．Mr. Fawaz Rabaia 地方自治庁 JICA Project 担当 
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 3．Ms. Cairo Arafat 計画庁 

4．Mr. Mahmoud Abu Shanab Environment Quality Authority 
5．Mr. Ibrahim Attya 保健庁（MoH）、環境部 

6．Mr. Abu Hasab Rjoob  ジェリコ県 

7．Mr. Hasan Saleh プロジェクトマネージャー/JCspd JJRRV 理事長/ジェリコ市長 

8．Mr. Abdel-Jabbar Al-Halawa JCspd JJRRV 事務局長/ジェリコ市衛生部長 

 

 表 3：プロジェクト合同調整委員会（JCC）等の開催記録 

 開催日 主な議題 参加人数

1 2005/12/13 ①プロジェクト・インセプションレポートの説明、 

②JCspd JJRRV の果たすべき役割 

26 

2 2006/03/02 ①プロジェクトの進捗、②2006 年度の計画 20 

3 2006/07/26 ①プロジェクトの進捗、②JCspd JJRRV Regulation、 

③PDM と活動計画表（PO）の改定 

31 

4 2006/10/16 ①プロジェクトの進捗、②2007 年度予算案 50 

5 2007/03/14 ①プロジェクトの進捗と課題、②アクションプラン案 28 

6 2007/6/19、20 ①中間評価、②協議議事録（M/M） 延べ 50 

7 2007/10/17 ①JCspd JJRRV 活動、②国家廃棄物戦略、③JCspd の経

験普及 

32 

8 2008/3/13 ①JCspd JJRRV 年次報告・パイロットプロジェクト、 

②国家廃棄物委員会活動・政府交付金・UNDP 機材、 

③ヘブロン JCspd の活動 

37 

9 2008/6/22、23 ①最終評価、②M/M 23 

出所：JCspd JJRRV 

 

  

1.2 プロジェクト実施計画の

具体化とプロジェクト・モニ

タリング及びフィードバッ

ク 

JCspd JJRRV の総会は、全 17 地方自治体が参加して実施される会合のことであり、地方自治庁の JCspd
に関する by-law では、少なくとも 1 年に 1 度開催することと規定されている。現在までに、JCspd JJRRV
総会は 7 回開催されている。 
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 表 4：JCspd JJRRV 総会（General Body Meeting）開催記録 

回  開催日  主な議題 

1 2005 年 9 月 13 日 理事会（Administrative Body）メンバーの選出 

2 2006 年 2 月 18 日 JCspd JJRRV 規則の策定等 

3 2006 年 8 月 6日 基本計画の承認等 

4 2006 年 10 月 16 日 2007 年度予算案の討議等 

5 2006 年 11 月 7 日 2007 年度予算案の承認等 

6 2007 年 12 月 9 日 2007 年度事業活動報告、2008 年度予算案の承認等 

7 2008 年 3 月 24 日 理事会メンバー選出等 

出所：JCspd JJRRV 

 

 理事会は、上記 by-law によれば、JCspd の president と deputy president の 2 人に加え、総会で選ばれた 3

人の、計 5人で構成される会であり、月に 1度、会合を開くことになっている。現在の理事会メンバーは、

Jericho、Aqurabannyah、Zbdat、Ein Al-Bidah、Al-Ojah の 5 自治体の代表である。 

 

  

 表 5：JCspd JJRRV 理事会（Administrative Body Meeting）開催記録 

回 開催日 主な議題 

1 2006 年 2 月 26 日 活動計画案策定・合意 

2 2006 年 8 月 3日 JCspd JJRRV 規則の変更・策定、基本計画の検討等 

3 2006 年 8 月 19 日 JCspd JJRRV 組織案の策定、アクションプラン案策定 

4 2006 年 10 月 2 日 事務所借上げ準備、職員雇用、機材の移管等合意 

5 2006 年 10 月 12 日 主要職員決定、予算案の決定 

6 2006 年 12 月 10 日 サービス開始時期、事務所借上げ 

7 2006 年 12 月 17 日 2007 年度の運営計画、事務所借上げ契約 

8 2007 年 2 月 3日 1 月に開始した SWM サービスの現状・問題点 

9 2007 年 3 月 6日 料金徴収促進対策 

10 2007 年 5 月 6日 サービス料金徴収対策 

11 2007 年 6 月 12 日 サービス料金徴収対策、理事会メンバー改選 

12 2007 年 8 月 25 日 サービス料金徴収対策、理事会メンバー改選 

13 2007 年 11 月 3 日 2008 年予算案承認 

14 2008 年 6 月 4日 政府交付金、UNDP 経由無償資金協力供与機材 

出所：JCspd JJRRV 
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当該地域における廃棄物管理組織体制が確立されつつあり、よってアウトプット 2 はおおむね達成されつつある。しかしながら、経済的基

盤の脆弱さと地域経済の低迷から、参加自治体によるサービス料金の支払いが不十分であり課題が残る。また、現行 17 自治体の広域廃棄

物管理に対する費用対効果について再検討の余地がある。 

質問票調査によれば、アウトプット 2 が達成したかについて、25 人の回答者の 5 段階のスコアは、悪い（4）、普通（4）、良好（15）、

非常に良い（2）であり、平均は普通と良好の間の 3.6 であった。（Questionnaire A-4-2） 

2.1 JCspd JJRRV による廃棄物

管理体制に関する基本計画

がつくられる。 

プロジェクト関係者（日本人専門家と C/Ps）で作成された基本計画（案）は、アラビア語に訳され、2006

年 8 月 3 日の第 2 回 JCspd JJRRV 理事会で詳しく検討された。同計画案は JCspd JJRRV の理事長と事務

局長によって、8月 6日の JCspd JJRRV 総会で紹介・説明され、承認を得た。現在、この基本計画は小冊

子（アラビア語）にまとめられ、関係者に配布されている。 

2.2 廃棄物管理組織の分掌の

明確化と整備 

JCspd JJRRV 職員の職務規定については、JCspd JJRRV の事務局長である Abdul-Jabbar 氏が中心になり

2006 年 11 月にドラフトを作成、その後 2007 年 1 月 16 日に JCspd JJRRV の理事長に承認されている。2006

年 12 月 23 日には JCspd JJRRV 職員を対象とした説明会と訓練が実施されており、職務内容に関しても説

明・議論がなされている。この職務規定はアラビア語に訳され、各職員に配布されている。 

2.3 廃棄物管理会計の確立 

 

廃棄物管理会計に関しては、成果 5 にあるアクションプランの一環として、改善がなされているところで

ある。2007 年 1 月の JCspd JJRRV によるサービス開始後は、暫定的措置として、日本人専門家の作成し

たエクセルシートを基にコンピューターによる会計管理業務を開始している。2007 年 8 月から財務会計ソ

フトを導入し、管理をしている。 

2.4 市民への広報事業 市民への広報活動は、1 年次より積極的に行われてきている。継続的にニュースレターやリーフレットを

作成することに加え、ウェブページを開設したり (http://www.jcspd-jericho.org/)、地方テレビや国営テレ

ビに出演したりと、積極的に情報発信を続けている。加えて、17 自治体を対象に、多くのコミュニティ会

合（173 回）を開催し、JCspd JJRRV の役割、SWM サービスの内容、サービス料についての説明を行っ

ている。JICA 専門家チームは 2007 年 5 月から 2008 年 2 月までに 12 回のイベントを新聞、TV に取り上

げてもらった。学校での環境教育の講義は 2008 年 3 月までに 36 回行っている。詳細は、付属資料 1.ミニ

ッツ（合同評価報告書）の ANNEX7:List of the public relations activities を参照のこと。 

 2. ジェリコ及びヨル

ダン渓谷地域におけ

る廃棄物管理組織体

制が確立される。 

2.5 地方自治体との協力体制 JCspd JJRRV による廃棄物処理サービスの提供は、加入する 17 自治体の理解・参加なしには行えないこ

とであり、前述の総会及び理事会の開催実績から、ある一定の協力体制はできているといえる。しかしな

がら、各自治体の経済的基盤の脆弱さ、近年のパレスチナ国内経済の低迷から、分担金や月額サービス料

の支払い状況は決して良くない。その点からみれば「自治体からの協力」は十分であるとはいえない。 
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 JCspd JJRRV の収入の大半は分担金とサービス料である。分担金とは、サービス開始前の 2006 年度に各

自治体から集められることになっていた JCspd JJRRVの運転資金のことで、企業会計では資本金に当たる。

サービス料は 15NIS/household/month で、自治体ごとのサービス料金総計は、15NIS/household/month 掛け

る household 数で算出されている。また、1 つの household に複数の family が居住している場合には、

25NIS/household/month のサービス料で計算されている。自治体ごとのサービス料金総計とは、全住民から

徴収した料金のことである。household 数が変わらない限り、毎月一定である。 

分担金や月額サービス料の支払い状況は表 6に示すように、2006 年度は 63％、2007 年度は 61％である。

全額納める自治体がある一方で、全く支払っていない自治体が存在するという状況である。 

  

 

表 6：地方自治体の分担金及びサービス料金支払い状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：JCspd JJRRV 

 

2008
予算 実績 実績/予算 予算 構成比 実績 構成比 実績/予算 予算 予算 実績 実績/予算
NIS NIS % NIS % NIS % % NIS NIS NIS %

1 Jericho 96,224 65,000 68% 1,202,000 77% 840,927 88% 70% 1,202,000 400,667 245,754 61%
2 Al-New'meh & Edyuk Al-Foqa 8,906 4,957 56% 48,000 3% 24,485 3% 51% 48,000 16,000 3,575 22%
3 Al-Ojah 18,045 8,015 44% 70,680 5% 21,171 2% 30% 70,680 23,560 5,765 24%
4 Fasayel 4,050 2,500 62% 19,008 1% 4,330 0% 23% 19,008 6,336 1,165 18%
5 Al-Jiftlik 19,805 10,000 50% 44,740 3% 0 0% 0% 44,740 14,913 0 0%
6 Zbidat 6,030 6,030 100% 24,060 2% 1,900 0% 8% 24,060 8,020 1,275 16%
7 Marj Al-Ghazal 1,733 0 0% 5,400 0% 620 0% 11% 5,400 1,800 245 14%
8 Mari Na'ieh 3,452 0 0% 20,220 1% 1,310 0% 6% 20,220 6,740 450 7%
9 Ein Al-Bidah 4,865 2,500 51% 17,100 1% 6,340 1% 37% 17,100 5,700 0 0%
10 Kardalah 743 750 101% 5,160 0% 2,660 0% 52% 5,160 1,720 0 0%
11 Bardalah 7,097 0 0% 19,775 1% 1,500 0% 8% 19,775 6,592 0 0%
12 Froosh Beit Dajan 5,216 5,216 100% 11,760 1% 0 0% 0% 11,760 3,920 0 0%
13 Ein Shibli 891 891 100% 5,760 0% 2,400 0% 42% 5,760 1,920 1,920 100%
14 Nawaji 1,350 1,350 100% 1,740 0% 1,740 0% 100% 1,740 580 435 75%
15 Beit Hasan 5,364 5,364 100% 18,540 1% 16,260 2% 88% 18,540 6,180 4,065 66%
16 Al-Nassaryyah 6,093 6,093 100% 26,760 2% 15,000 2% 56% 26,760 8,920 4,500 50%
17 Al-Aqrabanyya 4,028 4,028 100% 13,800 1% 13,800 1% 100% 13,800 4,600 3,600 78%

Subtotal（without Jericho) 97,664 57,693 59% 352,503 23% 113,516 12% 32% 352,503 117,501 26,995 23%
193,887 122,693 63% 1,554,503 100% 954,443 100% 61% 1,554,503 518,168 282,749 55%

ゴミ料金(2008年度4月まで）

Total

負担金(2006年度） ゴミ料金(200７年度）
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 2.6 廃棄物管理機材の修理・維

持管理がなされる。 

第 1年次には、廃棄物処理関連機材の修理・維持管理の現状についての調査が行われ、遊休機材の修理が

行われるとともに、メンテナンス用機材が調達された。詳細は、付属資料 1.ミニッツ（合同評価報告書）

の ANNEX6-2 の供与機材リストを参照のこと。2006 年 12 月のジェリコ市との委託取り決めの下、現在は

ジェリコ市のメンテナンス・ワークショップが維持管理を行っている。ジェリコ市のメンテナンス・ワー

クショップでは、JCspd JJRRV から委託を受けた車両について、適切に維持管理記録が残されている。 

ゴミ質・ゴミ量調査、収集・運搬の実態調査、処分場の実態調査、医療廃棄物管理の実態調査などの調査が実施され、報告書類がまとめら

れ、「廃棄物調査結果に係るセミナー」が、2006 年 12 月 20 日に開催され、アウトプット 3は達成されている。 

質問票調査によれば、アウトプット 3 が達成したかについて、24 人の回答者の 5 段階のスコアは、悪い（3）、普通（5）、良好（10）、

非常に良い（6）であり、平均は普通と良好の間の 3.8 であった。（Questionnaire A-4-3） 

3.1 ゴミ質・ゴミ量の調査報

告ペーパー 

3.2 収集・運搬の実態調査（不

法投棄状況調査含む）報告ペ

ーパー 

3.3 最終処分場の実態調査（土

壌・地下水汚染実態含む）報

告ペーパー 

3.4 医療廃棄物管理の実態調

査報告ペーパー 

3.5 実態把握調査の総括レポ

ート 

地域の現状を把握するため、各種調査が実施され、調査レポートが作成されている。 

• ゴミ質・ゴミ量調査 

• 収集・運搬実態調査（不法投棄実態調査含む） 

• 最終処分場実態調査（土壌地下水汚染調査含む） 

• 医療廃棄物実態調査 

• 観光に係る廃棄物、農業系廃棄物に関する調査 

• 実態把握調査総括レポート 

 

 

3. ジェリコ及びヨル

ダン渓谷地域におけ

る廃棄物管理の現状

が把握される。 

3.6 廃棄物管理の現状につい

てのワークショップが開催

される。 

廃棄物管理の現状についてのワークショップ「廃棄物調査結果に係るセミナー」が、2006 年 12 月 20 日に

開催され、17 自治体（LGU）関係者、ジェリコ市職員、地方自治庁（MoLG）関係者、JCspd 関係者、病

院関係者など約 80 人が参加している。 

 

4. ジェリコ及びヨル

ダン渓谷地域におけ

る廃棄物管理の改善

方針（アクションプラ

ン）が策定される。 

アクションプランは策定され、2006 年 12 月 20 日開催の「廃棄物調査結果に係るセミナー」において公表、議論のうえ、合意されており、

アウトプット 4 は達成されている。アクションプランは次の 6 項目である。① 住民意識向上、② 収集改善、③ 処分場改善、④ 機材メン

テナンス、⑤ 組織・制度整備、⑥ 会計制度 

質問票調査によれば、アウトプット 4 が達成したかについて、25 人の回答者の 5 段階のスコアは、悪い（3）、普通（4）、良好（17）、

非常に良い（1）であり、平均は普通と良好の間の 3.6 であった。（Questionnaire A-4-4） 
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4.1 実態把握の調査結果に基

づくアクションプラン案の

策定 

4.2 アクションプラン案に基

づき公開ワークショップが

開催される 

  

4.3 アクションプランの確定 

アクションプランには、以下の 6項目が含まれている。 

① 住民意識向上、 

② 収集改善、 

③ 処分場改善、 

④ 機材メンテナンス、 

⑤ 組織・制度整備、 

⑥ 会計制度 

6 つのアクションプランはいずれも効果的に実施され、アウトプット 5 はほぼ達成されている。しかしながら、外部条件として設定した

UNDP 経由の無償資金協力供与機材の調達がプロジェクト期間中に行われる可能性がなくなったことにより、②収集改善が、達成される見

込みはない。予定された供与機材が来ない状態で JCspd JJRRV 及び JET が、既存機材の補修による工夫により収集運搬システムを確立し

たことは高く評価する。 

質問票調査によれば、アウトプット 5が達成したかについて、24 人の回答者の 5段階のスコアは、悪い（1）、普通（11）、良好（11）、

非常に良い（1）であり、平均は普通と良好の間の 3.5 であった。（Questionnaire A-4-5） 

 5. アクションプラン

が実行され、改善が具

体化する。 

5.1 収集率の向上、不法投棄

の減少 

JCspd JJRRV 構成自治体の数は 17、推計人口は約 5 万人である。プロジェクトが開始する以前より、廃棄

物管理と呼べるようなシステムをもっていたのは、ジェリコ市 (Jericho Municipality)、アル・ニアメ町

（Al-New’meh & Edyuk Al-Foqa）、アル・オージャ村（Al-Ojah）の 3 自治体のみである〔この 3 自治体に

加え、1990 年代に UNDP が JSC Middle Jordan Valley（参加自治体は、中部の 10 自治体）を対象にした

開発事業を行った際に車両を供与しており、一部の自治体ではその車両を利用して、一部地域で収集を行

っていたとのことである。車両が供与される以前は、収集は行われていなかった〕。 

現在サービスを受けている上記 3 自治体以外の自治体1は、2007 年 1 月の JCspd JJRRV の収集サービス開

始後、新しく廃棄物処理サービスを受けており、以前に比べ収集率は向上しているといえる。 

また、2007 年 1 月のサービス開始以降、JJRRV 内の非衛生処理の 4処分場（Fasayel dumping site、Almalake 
Bridge dumping site、Bardalah dumping site、Marj Na’jeh site）を閉鎖し、ジェリコ（Jericho）、アル・オー

ジャ (Al-Ojah)、トゥバス（Tubas）の 3ヵ所の処分場を利用していて、定期収集を行っていることから、

不法投棄は減少したといえる。 

 

しかしながら、連携案件である UNDP 経由での無償資金協力機材の供与が当初の予定より遅れており、具

体的な収集・運搬改善活動に不可欠な収集車両と重機が不足しているため、収集・運搬の改善状況は限定

的である。 

                                                   
1 2007 年 1 月より 3ヵ月間は試験期間として、全自治体を対象にサービスを提供したが、現在は、サービス料金不払いを理由に、5つの自治体へのサービスを停止している。Al-Jiftlik、Froosh Beit Dajan、Bardalah、

Kardalah、Ein Al-Bidah の 5自治体である。 
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  5.2 最終処分場の改善 最終処分場の改善に関しても、2007 年 1月より、ジェリコ処分場の改善計画が行われ、3月に開所式を迎え、

現在、利用されている。しかしながら、残余期間が半年程度と短いことから、中間評価の提言を受けて、2007

年 11 月から拡張工事が行われ、2008 年 3月に完成した。残余期間は合計で 4年になった。 

 5.3 改善実施の総括レポート

（実践を踏まえたパレスチ

ナ自治政府への提言を含む）

改善実施総括レポートに関しては、2008 年 8 月に完成する予定となっている。 

 

現地国内セミナー、ワークショップは計画どおり実施された。また 11JCspd/JCs の事務局長が集まり、廃棄物管理についての経験や調査結

果の交流をする会議の準備が進んでいる。このようなことからアウトプット 6は達成される見込みがある。 

質問票調査によれば、アウトプット 6が達成したかについて、25 人の回答者の 5段階のスコアは、非常に悪い（1）、悪い（2）、普通（5）、

良好（9）、非常に良い（8）であり、平均は普通と良好の間の 3.8 であった。（Questionnaire A-4-6） 

 

6. 現地国内セミナー

が開催され、ジェリコ

及びヨルダン渓谷地

域の事業が普及され

る。 6.1 パレスチナ各地域の廃棄

物担当者を対象とした現地

国内セミナー（研修・現場視

察を含む）の開催 

JCC や各種セミナーには他の自治体や JCspd からも参加があり、JJRRV の経験を普及することに役立った。

さらに廃棄物処理関連施設の視察に関しては、2006 年 10 月 3 日に改善前のジェリコ処分場とイスラエル

側が運営管理をしているトブラン（Tovlan）処分場への視察が、2007 年 3 月 1日には世界銀行の支援で建

設されたジェニン（Jenin）処分場、2007 年 3 月 21 日には改善後のジェリコ処分場への視察が実施され、

ジェリコ市職員に加え、教師やジャーナリストらが参加し、処分場の適切な運営の重要性について学ぶ機

会を得ている。他自治体・JCspd、援助関係者からの現地視察は、その後続いている。また、プロジェク

トの経験交流を目的にした PCSWM を 11 JCspds/JCs が結集して始めつつある。 

 

表 7：廃棄物管理セミナー（研修・現場視察を含む） 

実施日 内容 

2006/10/3 トブラン（イスラエル処分場）視察会 

2006/10/20 JJRRV 内の廃棄物実態調査報告 

2006/12/20 JCspd JJRRV のアクションプラン案紹介 

2007/10/17 JCspd JJRRV のアクションプラン進捗報告会 

2007/7、2007/11 ベツレヘム及びヘブロンのリサイクル施設視察 

2007/12、2008/3 ジェニン処分場及びナブルス中継基地視察 

2008/2/4 西岸地域 11JCspd 会議 

2008/5/19 PCSWM 準備会キックオフ 

2008/5/29 PCSWM 準備会 

2008/6/24 PCSWM 11JCspd 理事長会 

出所：JCspd JJRRV 
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本邦での国別研修パレスチナ「廃棄物管理能力向上」コースは予定どおり過去 3 回実施され、合計 22 人が研修を受けているほか、ヨルダ

ンでの第三国研修も実施され JCspd JJRRV から 9 名が参加しており、アウトプット 7 は基本的に達成されている。しかし、中間評価にお

いて新たに加えたアウトプットである、普及のための活動については、まだ初歩的な段階である。 

質問票調査によれば、アウトプット 7が達成したかについて、25 人の回答者の 5段階のスコアは、悪い（2）、普通（10）、良好（11）、

非常に良い（2）であり、平均は普通と良好の間の 3.5 であった。（Questionnaire A-4-7） 

 7. 本邦研修が開催さ

れ、廃棄物管理に係る

基礎知識が獲得され、

普及される。 

7.1 ジェリコを含むパレスチ

ナ各都市の廃棄物担当者を

対象とした国別研修集団型

コースの開催 

国別研修に関しては、パレスチナ「廃棄物管理能力向上」コースが、2005 年 9 月 5 日から同 10 月 7 日、

2006 年 11 月 1 日から同 12 月 1日と 2007 年 10 月 10 日から同 12 月 2日の計 3回開催されており、それぞ

れ 5 人、8 人、9 人の関係者が参加している。ヨルダンへの第三国研修（2006 年 9 月 16 日から 22 日）が

ヨルダン環境省、アンマン市役所、在ヨルダン JICA 専門家の協力を得て実施されており、JCspd JJRRV
職員、JCspd JJRRV 理事会メンバーら合わせて 9 人が研修に参加している。詳細は、付属資料１．ミニッ

ツ（合同評価報告書）の ANNEX5:List of the trainees in Japan and Jordan を参照のこと。 

 

活動の進捗状況 パレスチナにおいては不安定な政治状況が続いており、実際、2006 年 3 月の PNA の政権交代に際しては、

一時、日本人専門家の派遣が見合わされるなどの影響が出た。しかしながら、パレスチナ関係機関、日本

人専門家、C/Ps、JICA パレスチナ事務所らの努力により、プロジェクト全体への影響は最小限にとどめ、

JCspd JJRRV による 2007 年 1 月サービス開始という目標を実現することができた。よって、UNDP 経由で

調達予定の収集車両や機材を利用した収集・運搬改善事業を除いては、おおむね、活動は計画どおり行わ

れている。 

実 

施 

プ 

ロ 

セ 

ス 

の 

検 

証 

 

活動の実施状況 

モニタリングの実施状況 モニタリングについては、プロジェクト全体に関しては、定期的に開催される JCC 会合において、JCspd 
JJRRV の運営のモニタリングに関しては、JCspd JJRRV の総会や理事会で適宜行われており、適切である

といえる。 

＜プロジェクト全体の進捗状況モニタリング＞ 

2007 年 6 月の中間評価において、JCC の開催頻度をあげることが提案され、これを受けて、2007 年 10 月、

2008 年 3 月に JCC を開催している。 

JICA 専門家とのインタビューによれば、プロジェクトでは JCspd の C/P と専門家の定期的会合を意識的に

行っているという。地方行政システムの効率向上をめざし、情報交換により不要な誤解も避けられる。 

＜JCspd JJRRV 業務のモニタリング＞ 

モニタリングシステムはうまく機能している。質問票調査によれば、JCC メンバー（複数）が現在のモニ

タリングシステムは適当であると回答している。「JCspd JJRRV の業務システムはすばらしい」「車両の

故障などが起こってもスムーズに業務が進む」 
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モニタリングのメカニズムは適当

か 

＜プロジェクト全体の進捗状況モニタリング＞  

質問票調査の結果から、モニタリングシステムは適当であると評価する。 

＜JCspd JJRRV 業務のモニタリング＞ 

プログレスレポート及び JICA 専門家インタビューによれば、2007 年 1 月の SWM サービス開始後、会計

データ、業務データを PC を用いた情報システムに蓄積することを始めている。このデータベースは、経

営の意思決定に役立つ。会計ソフトが 2007 年 8 月に導入された。 

組織における責任の所在は明確に

なっているか。 

JCspd JJRRV の業務をモニタリングするのは、総会と理事会である。プロジェクト目標 2 を含めてプロジ

ェクト全体をモニターするのが JCCである。質問票調査ではMoLGからの支援がより強く求められている。 

 

 

UNDP 経由無償資金協力機材供与

遅れ対応策 

UNDP による機材調達の遅延に関するプロジェクト期間内/期間外の対応を検討する。 

JCspd は既存の車両を前提に、ゴミ収集方法の改善策を検討している。しかしながら、耐用年数を過ぎた

車両が多く、対策の有効性は短期間に限られ、古い車両の故障により、サービス中止の状況も考えられる。 

UNDP 経由無償資金協力による機材調達〔8m3コンパクター5台、1.1m3コンテナ 234 台（調達済み）、バ

ックホーローダー1 台、15t ダンプトラック 1台〕の大幅な遅れが、プロジェクト成果（成果 5「アクショ

ンプランの実施」）に対し負の影響を及ぼしている。 

インタビューした 3 地方自治体の長は、だれもが約束どおりコンテナと収集車両が配布されないことに不

満を示した。サービス料金の支払いがなくサービスを休止している自治体の一つ、Ein Al-Bidah の村長は、

コンテナの配布とゴミ収集車両の配置がない状態では住民は納得しないと語った。JCspd JJRRV が収集・

運搬改善活動を続けるためには、新しい収集車両と重機の投入は不可避であり、確実な調達時期を示す必

要がある。 

C/Ps と専門家チームの間では、良好なコミュニケーションがとられており、その関係は良好である。 

コミュニケーションの状況 質問票調査によれば、パレスチナ C/Ps と JICA 専門家の関係は良好である。次のようなコメントがある。 

・ JICA 専門家は非常に協力的で JCspd JJRRV の成功のために大きな貢献をしている。 

・ 関係は良好であるべきで、特に組織的にパレスチナ人を助けてくれる。 

・ JCspd JJRRV の抱える諸問題に対して、JICA 専門家の協力、助言、指導は有効である。 

C/Ps 選定の適当性 JCspd JJRRV には高度な記述知識をもつ技術者はいないが、C/Ps はプロジェクト期間中にキャパシティ・

ディベロップメントを果たした。 

問題対応方法 JCspd JJRRV が直面した問題は、公式には理事会か総会で検討される。 

JCspd JJRRV は既に自立して問題解決を自ら行う能力を有する。例えば、2008 年 6 月 12 日、ジェリコ処

分場で火事が起こった際には、C/Ps がテキパキと必要な行動を実行に移した。 

 

パレスチナ C/Ps と
JICA専門家の関係

C/Ps の行動の変化（自立的行動） インタビュー調査及び質問票調査によれば、JCspd JJRRV 職員は次のコメントを回答している。 

・ わたしは現在の仕事のやり方に感謝している。 

・ わたしはゴミの分別回収について学んだ。 
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プロジェクト関係者（地方自治体、住民、地方自治庁など）の間では、必要に応じてコミュニケーションがとられており、その関係は良好で

ある。 

DJCspd/MoLG 職員の意識と行動

の変化 

DJCspd/MoLG は JCspd を推進する組織であるが、これまでのところ JCspd の重要性にもかかわらず、JCspd
強化戦略はできていない。 

JCspd 職員の意識と行動の変化 JCspd JJRRV の作業者、運転手とのフォーカス・グループ・ディスカッションにおいて、安全作業の認識

を示す発言があった。しかし、大多数は給料や仕事時間のような労働条件の不平不満であった。 

受益者の事業との

かかわり方 

JJRRV 住民の意識と行動の変化 インタビュー調査、質問票調査によれば、次のようなポジティブな変化が住民にあった。 

・ SWM サービス開始後、人々は清潔さと共同意識と時間の正確性の便益を得た。 

・ ゴミの野焼きをしなくなった。 

・ 不法な処分場は閉鎖した。 

・ 住民集会は住民の意識改革に効果がある。 

しかしながら、ほとんどの C/Ps は、住民の多くは問題意識もそれほど高くなくて協力的ではないこと、

したがって、サービス料金徴収率が低いことを知っている。  

JCspd JJRRV のオーナーシップは満足できる。しかし、DJCspd/MoLG のリーダーシップがもっと発揮されてもよい。 

C/Ps の配置の適合性 C/P と JICA 専門家とのインタビューによれば、財政基盤脆弱のため、必要人員を雇うことができない現状

である。JCspd JJRRV の 2006 年基本計画における計画人員は 30 人であり、2008 年 6 月現在の人数 23 名

とかけ離れている。人員不足は、JCspd JJRRV による SWM サービス実施に影響を与えている。 

予算配分 DJCspd とのインタビュー及び質問票調査の回答から、JCspd JJRRV が中央政府からの予算配分を受けるこ

とは難しい。 

・ この地域の政治変動により PNA に頼ることはできない。 

・ 政府に金がないので補助金を期待するのは無理だ。 

・ 政府からの補助金は出ることは決まっていても、実際には無理だ。 

 

相手国実施機関の

オーナーシップ 

C/P の参画意識、モチベーション

の変化 
プログレスレポート V の“Capacity Development of JCspd JJRRV”によれば、JCspd JJRRV の C/P は皆経

営のすべての局面で参画意識を高めている。専門家チームとのインタビューによれば、特に、2007 年 1 月

に収集サービスが始まって以降、C/P や関係者の主体性・積極性には、下記の事例のとおり変化がみられ

つつある。 

・ 当初は、サービスの開始・運営そのものやサービス料の徴収に関して自信のない C/Ps もあったが、

現在では、サービスに自信をもつとともに、料金徴収等についても JCspd JJRRV の理事会・総会に

て堂々と各自治体の長に説明・説得を繰り返している。 
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   ・ 当初は、自治体の多くは、JCspd JJRRV の構成員であるという認識も浅く、また、公共サービスを

提供しなければならないという意識も低かった。現在、コミュニティ会合をもっと開き、料金徴収

のためにも自治体支援をしてほしいとのコメントからも分かるように、そのような意識、主体性が

高まりつつあるといえる。 

   ・ また、各種セミナーやワークショップにおいて、ほとんどの場合、C/P 自らがプレゼンテーション

資料を準備し、プレゼンテーションを行っていることからも、能力の向上とともに積極性が見受け

られる。 
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5 項目評価結果 

評価

項目 

評価設問 

大項目 
小項目 調査結果 

PNA による中期開発計画であるパレスチナ改革開発計画（PRDP）（2008～2010 年）、環境法（Palestinian Environmental Law、1999 年）において、廃棄物管理

（SWM）体制の確立の重要性が強調されている。パレスチナ地方自治法（Palestinian Local Authorities Law、1997 年）においては、廃棄物管理が地方自治体（LGU）

の役割であると記載されており、また、2004 年に地方自治庁（MoLG）により策定された広域行政内規において、かかる公共サービスを広域レベルで実施するこ

とが推奨されている。パレスチナ政府の法制度と政策に合致している。一方、日本は、2002 年に効率的、効果的に環境分野の協力を進めていくために、「持続可

能な開発のための環境保全イニシアティブ（EcoISD）」を発表し、このなかで「廃棄物処理」を取り上げている。さらに、日本政府のパレスチナ支援の基本方針

である「国づくり・改革支援」及び「人道支援」にも合致しており、妥当性は高い。 

質問票調査によれば、妥当性があるかについて、25 人の回答者の 5 段階のスコアは、悪い（3）、普通（5）、良好（12）、非常に良い（5）であり、平均は普通

と良好の間の 3.8 であった。（Questionnaire A-3-1） 

上位目標やプロジェクト目標は国家開発計画や環境政策に合致している。 

上位目標の国家開発戦略や環境

政策との整合性 

PNA による中期開発計画であるパレスチナ改革開発計画（PRDP）（2008～2010 年）におい

て、廃棄物管理体制の確立の重要性が強調されている。 

プロジェクト目標の環境政策や

地方自治政策との整合性 

パレスチナの地方自治法 Palestinian Local Authorities Law（1997）では、15 条“The Council's 
powers, authority and role”において廃棄物処理を自治体の役割としており、また、“the Joint 
Service Council”の設立も規定されている。この基本法に基づき、2006 年に JCspd 設立に関

する by-law がつくられており、JCspd JJRRV はこれらの法令にのっとり設立されている。 

本プロジェクトによって試行された JCspd による広域廃棄物管理制度は、今後の地方分権に

よる廃棄物管理戦略として、国家レベルの政策モデルとして意識されており、MoLG として

は、JCspd による廃棄物管理をより全国レベルで展開･定着させていきたい意向をもっている。

他方、環境庁の関与・政策は不明（おそらく人員等キャパシティの不足により不十分）。な

お、廃棄物管理以外の分野での JCspd についての戦略は確立していないものと思われる。 

環境政策における環境（廃棄物）

分野の優先度 

パレスチナの環境法 Palestinian Environmental Law（1999 年）では、7 条、8 条、9 条におい

て、廃棄物計画策定、減量化やリサイクリング、処分場の管理について、その重要性が述べ

られている。 

妥 

当 

性 

上位目標やプロジェクト目標は

国家開発計画や環境政策に合致

しているか 

各国支援との整合性 ドイツ技術協力公社（GTZ）は、全国向け活動と、特定県を対象にした活動から成る廃棄物

改善のプログラムを実施している。全国向けの活動のなかには、National Committee on Solid 
Waste Management and Wastewater に対する支援が含まれている。今後、JCspd JJRRV の経験

をこのような委員会で共有しつつ、当該委員会が作成予定の国家廃棄物管理計画に反映させ

ていくことも可能であり、プロジェクト目標 2と整合的である。 
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ターゲットグループの選定は、おおむね妥当であったといえる。 

JCspd JJRRV への協力内容に対

するニーズは高いか 

JCspd JJRRV は 1 年以上の準備期間を経て、2007 年 1 月から廃棄物収集サービスを開始した、

いまだ「幼少期（infant stage）」にある組織であり、プロジェクトを通して技術力強化、組

織力強化を図っていくことへのニーズは一貫して非常に高いといえる。 

廃棄物分野において JCspd はど

のような役割を果たしているか

また、JCspd JJRRV は、今まで自治体による定期収集サービスを受けたことのない地域への

サービスの導入を可能にしたという点で、地域住民の環境意識を高め、衛生状況の改善に貢

献している。 

ターゲットグループの選定は妥

当であったか 

ターゲットグループの規模は適

切か 

ターゲットグループは 17 LGU で JJRRV 全域を１つの JCspd として扱う PNA の政策である

ので、一般的には適当な設定である。しかし適正な経済規模とはいえず、政府からの補助金

を得るために費用便益計算を行うことが必要である。 

わが国の開発課題、援助重点分野と合致している。 わが国の開発課題、援助重点分

野と合致しているか 援助重点課題との関連性はある

か 

日本は、2002 年に効率的、効果的に環境分野の協力を進めていくために、「持続可能な開発

のための環境保全イニシアティブ（EcoISD）」を発表し、このなかで「廃棄物処理」を取り

上げている。2006 年 7 月に発表した「平和と繁栄の回廊」構想で、域内協力によりヨルダン

渓谷の経済開発を進めることとなっている。本プロジェクトでも、イスラエル処分場の見学、

ヨルダンでの研修実施等、本構想に配慮した活動を進めている。本プロジェクトは、JICA「ジ

ェリコ地域開発プログラム」のうちの「行政能力・社会サービス強化サブプログラム」の一

要素となっている。JICA プロジェクト間の情報交換の活発化で相乗効果発現を図っている。

さらに、日本政府のパレスチナ支援の基本方針である「国づくり・改革支援」及び「人道支

援」にも合致しており、妥当性は高い。 

プロジェクトの有効性は認められる。しかし、現時点において、アウトプット 2、5 が未達成であるところ、プロジェクト目標は完全には達成されないため、有

効性は必ずしも高いとはいえない。 

質問票調査によれば、有効性があるかについて 

 プロジェクト目標１の達成度：平均スコアは普通と良好の間の 3.7 であった。 

 プロジェクト目標 2 の達成度：平均スコアは普通と良好の間の 3.6 であった 
有 

効 

性 
プロジェクト目標 1「ジェリコ

及びヨルダン渓谷に持続的で衛

生的な廃棄物管理システムが導

入される。」の達成度は現時点

において適正範囲内か 

プロジェクト目標達成の見込み JCspd JJRRV による広域廃棄物管理システムの導入には成功し、収集・運搬はベースライン

からは大きく改善されている。負の要因として、UNDP 経由無償資金協力機材の調達の遅れ

と JCspd･JJRRV の財政基盤の脆弱性があり、プロジェクト目標 1は完全には達成されるとは

いえない。 
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プロジェクト目標 2「ジェリコ

及びヨルダン渓谷の改善事例経

験が、パレスチナ他都市の廃棄

物管理の改善に向けたモデルケ

ースとなる。」の達成度は現時

点において適正範囲内か 

プロジェクト目標達成の見込み 全国セミナーが 2008 年 8 月に開催される予定である。既に合同調整委員会（JCC）やその他

のセミナーには、他の JCspd や自治体も招かれており、JCspd JJRRV の経験が共有されつつ

あり、プロジェクト目標 2はほぼ達成される。 

 

成果はプロジェクト目標を達成

するために十分であったか 

成果の数、内容、質の適正度 インタビュー調査、質問票調査によれば、UNDP 経由での無償資金協力機材の供与の遅れに

よる収集・運搬改善活動の遅延を除き、アウトプットの数、内容等に関しては、概して、関

係者の満足度は高く、十分であったと判断される。 

プロジェクト目標の達成の妨げ

となっている要因はあるか 

プロジェクト目標の達成状況/

外部条件/阻害要因 

UNDP 経由での無償資金協力機材の供与の遅れ、地域経済の停滞、中西部のイスラエルチェ

ックポイントによる自由な通行の阻害、地方自治体の脆弱性などがあげられる。 

 

プロジェクト目標 1に関しては、以下のとおり、回答があった。 

・ 地域の住民にとって、廃棄物処理が最優先課題ではない場合が多い（特に、ジェリコ市

から離れた小さな自治体の農民など）。よって、住民からサービス料を徴収することが

難しい状況が続いている。 

・ 地方自治体という名称で呼ばれているものの、多くの自治体には、職員もおらず、財政

基盤ももたず、非常に脆弱である。 

・ 17 の地方自治体が非常に広範な地域にわたって点在しており、収集サービスの運転費

用が高くなる。 

・ 第 2次インティファーダ以降、特に地域経済が停滞している。特に中西部のイスラエル

チェックポイントにより自由な通行が阻害されて、経済の発展が妨げられている。 

・ UNDP 経由での無償資金協力機材の供与の遅れにより、収集・運搬改善活動も遅れている。 

 

プロジェクト目標の達成を促進

している要因はあるか 

プロジェクト目標の達成状況/

外部条件/貢献要因 

プロジェクト目標 1に関しては、以下の要因が考えられる。 

・ JCspd JJRRV 職員の多くが、ジェリコ市の保健衛生局からの出向者であるが、彼らは、

基本的な廃棄物処理に関する知識・経験をもっており、円滑な JCspd JJRRV サービス

の提供を可能にしている。 

・ 第 2 次インティファーダ以降、多くの地域で自治体は機能不全に陥っていた。JCspd 
JJRRV の開始とともにこの広域組合のメンバーになることで、地方自治体の長は、明示

的に住民サービスを再開・提供するという機会を得ているといえ、協力的な体制の背景

となっている。JCspd JJRRV 職員の知識・経験に加え、これら自治体の長の熱意と理解

も、円滑な JCspd JJRRV サービスの提供を可能にしているといえる。 
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  プロジェクト目標 2に関しては、以下の要因が考えられる。 

・ 成果 6 や成果 7以外にも JCC 会合の場やその他のワークショップで、他地域の JCspd や他

自治体の意見交換が行われている。 

政治的な変動、予算不足や外部条件の変化にもかかわらず、C/P と専門家チームの努力により、プロジェクトはおおむね効率的に運営されているといえる。廃棄

物処理関連機材の修理・維持管理に関しては、供与機材であるスペアパーツで遊休車両を修理し、使用している。メンテナンス用機材も、メンテナンスを委託し

ているジェリコ市のメンテナンス・ワークショップに供与されている。また、供与機材である監視用車両の導入により、JCspd JJRRV の機動力が増した。これら

の機材の活用度は非常に高く、効率性は高いと評価できる。 

質問票調査によれば、効率性があるかについて、アウトプット 1から 7までの達成度平均スコアは 

アウトプット１の達成度：平均スコアは普通と良好の間の 3.6 であった。 

アウトプット 2 の達成度：平均スコアは普通と良好の間の 3.6 であった。 

アウトプット 3 の達成度：平均スコアは普通と良好の間の 3.8 であった。 

アウトプット 4 の達成度：平均スコアは普通と良好の間の 3.6 であった。 

アウトプット 5 の達成度：平均スコアは普通と良好の間の 3.5 であった。 

アウトプット 6 の達成度：平均スコアは普通と良好の間の 3.8 であった。 

アウトプット 7 の達成度：平均スコアは普通と良好の間の 3.5 であった。 

各成果の達成度は現時点におい

て適正範囲内か 

成果の達成度合いの適正度 成果 5 を除く、各成果の達成度合いに関しては、概して、関係者の満足度は高く、適正範囲

内であったと判断されている。成果 5 に関しては、機材の供与の遅れにより、収集・運搬改

善活動も遅れている。 

効 

率 

性 

活動は（7 つの）成果を出すの

に十分であったか 

活動の数、内容、質の適正度 アウトプット 5 を除く、各アウトプットの達成度合いに関しては、概して、関係者の満足度

は高く、適正範囲内であったと判断されている。アウトプット 5に関しては、UNDP 経由で

の無償資金協力機材の供与の遅れにより、収集・運搬改善活動も遅れている。 

 

また、プロジェクトでは、地域コーディネーターを雇用し、地域でのコミュニティ会合開催、

自治体による料金収集に関する広報といった活動を強化してきている。また、地域コーディ

ネーター雇用の背景には、JCspd JJRRV 地域が南北 70km に及び、自治体によっては往復 2

時間程度を要する場合もあり、JCspd JJRRV の職員が（会合準備等のために）頻繁に訪問す

ることが難しいということ、また、Hamra には厳重なチェックポイントが存在し、そのポイ

ントの先にある自治体を訪問する場合は、JCspd JJRRV 職員も許可証を持参しなければなら

ないという事情がある。 

 2006 年 8 月～3月：JCspd JJRRV 活動広報のためのコミュニティ会合開催支援 3 名雇用 

 2007 年 5 月以降：サービス料金徴収のためのコミュニティ会合開催支援 現在 2 名（2 名

追加予定） 
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投入された人材・研修・機材の

適正度 

活動の数、内容、質に関しても、概して、関係者の満足度は高く、アウトプットを出すのに

十分であったと判断される。 

 

JCspd JJRRV 職員へのインタビュー、質問票回答からは、投入された人材・研修・機材への

満足度は高く、適正度は高いといえる。プロジェクトや研修を通して、新しく学んだことは

多いとの意見であった。 

 

廃棄物処理関連機材の修理・維持管理に関しては、供与機材であるスペアパーツで遊休車両

を修理し、使用している。また、メンテナンス用機材も、メンテナンスを委託しているジェ

リコ市のメンテナンス・ワークショップに供与されている。これらの機材の活用度は非常に

高く、適正なものであるといえる。 

投入（人・研修・機材）の活用

度 

現在、改善されたジェリコ処分場では、8 年前の無償資金協力でジェリコ市に供与したトラ

ックショベルにて覆土等が行われている。2007 年のサービス開始時期には、このトラックシ

ョベルをジェリコ市から移管することになっていたが、これが進んでおらず、時間当たり使

用料 150NIS を払い続けており、財政的自立発展性にとっての阻害要因となっている。 

 

投入された資源量に見合ったアウトプットが達成されているといえる。 

JCspd JJRRV 職員へのインタビュー、質問票回答からは、投入された人材・研修・機材への

満足度は高く、適正度は高いといえる。プロジェクトや研修を通して、新しく学んだことは

多いとの意見であった。 

廃棄物処理関連機材の修理・維持管理に関しては、供与機材であるスペアパーツで遊休車両

を修理し、使用している。また、メンテナンス用機材も、メンテナンスを委託しているジェ

リコ市のメンテナンス・ワークショップに供与されている。これらの機材の活用度は非常に

高く、適正なものであるといえる。 

 

JCspd JJRRV 職員とのインタビュー、ジェリコ市メンテナンス・ワークショップ担当者との

インタビューからは、投入された人材・研修・機材の活用度は高いことが分かった。 

投入された資源量に見合った成

果が達成されているか 

 

投入のタイミングの適正度 PNA の政権交代のため、2006 年 3 月から 7 月中旬までの 3.5 ヵ月間、日本人専門家の派遣が

滞ったものの、関係機関、日本人専門家、C/Ps の努力により、プロジェクト全体への影響（JCspd 
JJRRV による 2007 年 1 月サービス開始という目標を含む）は最小限にとどめることができた

ため、全体として、投入のタイミングは適正であったといえる。 
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  しかしながら、別案件とはいえ、UNDP 経由での無償資金協力機材の遅れにより効率性は十

分とはいえない。 

 

効率性を阻害あるいは貢献した

要因はあったか 

阻害・貢献要因の有無 （貢献要因） 

プロジェクトの提供した技術協力内容のうち、わが国の一部事務組合方式（広域組合方式）JCspd 
JJRRV の事業を開始するうえで、大きな役割を果たした。さらに全国都市清掃会議（全都清）を

モデルにしたパレスチナ廃棄物管理会議（PCSWM：仮称）のために2008年 6月 24日に11 JCspd
理事長会が開催された。 

廃棄物処理関連機材の修理・維持管理に関しては、供与機材であるスペアパーツで遊休車両を修

理し、使用している。メンテナンス用機材も、メンテナンスを委託しているジェリコ市のメンテ

ナンス・ワークショップに供与されている。また、供与機材である監視用車両の導入により、JCspd 
JJRRV の機動力が増した。これらの機材の活用度は非常に高く、効率性向上に貢献した。 

 

（阻害要因） 

現在、改善されたジェリコ処分場では、8 年前の無償資金協力でジェリコ市に供与したトラ

ックショベルにて覆土等が行われている。2007 年度のサービス開始時期には、このトラック

ショベルをジェリコ市から移管することになっていたが、これが進んでおらず、時間当たり

使用料 150NIS を払い続けており、財政的自立発展性にとっての阻害要因となっている。 

UNDP 経由での無償資金協力機材の供与の遅れが、一部、効率性を阻害している。 

次のような正のインパクトが多数確認された。負のインパクトは確認されていない。よって全体として非常に大きなインパクトを残したと評価できる。 

 

上位目標 1「パレスチナ自治政

府に地方都市の包括的な廃棄物

管理に関する基本政策が確立

し、具体的な方針が整備され

る。」は達成される見込みか 

・ 地方都市の廃棄物管理に関

する政策文書 

・ 上記政策に基づく具体的な

方針（5ヵ年計画など） 

JCspd JJRRV やその他の活動的な JCspd/JSC の存在は、DJCspd が National Committee on Solid 
Waste Management and Wastewater を組織することを促すという正のインパクトを与えてお

り、今後も、当該 Committee が作成する予定の国家廃棄物管理計画に JCspd JJRRV の経験を

反映させていくことが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 

ン 

パ 

ク 

ト 

上位目標 2「パレスチナ全土の

地方都市にジェリコ及びヨルダ

ン渓谷地域をモデルとした効果

的な廃棄物管理体制が普及す

る。」は達成される見込みか 

・ ジェリコ及びヨルダン渓谷

におけるセミナー・研修コ

ースの定期開催 

・ パレスチナ自治政府内にお

けるジェリコ及びヨルダン

渓谷をモデルとした廃棄物

管理の実現 

JCspd JJRRV がパレスチナ西岸地区内の 10JCspd ほか関係機関を招き、2008 年 2 月に実施し

たワークショップの結果、2008 年 6 月 24 日に 11JCspd が集まり、パレスチナ版全都清の結成

をすることになった。11 の JCspds/JCs 理事長が SWM 経験交流のプラットホームとなる会議

を結成しつつある。 
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環境（廃棄物）政策作成過程へ

の影響は発現しているか 

パイロットとして行っている農業プラスチックゴミのリサイクル事業は地元住民にリサイク

ルの意義を認識させたのみならず、ウェイストピッカーに同様の活動への関心を惹起した。 

ターゲットグループ以外への波

及はあるか 

MoLG DJCspd の政策作成過程

への影響は発現しているか 

先述「インパクト：上位目標 1の達成見込み」に同じ。 

その他の正負のインパクトはな

いか 

アクションプラン A（住民の意

識向上）の広報効果はあったか

C/P、地方自治体などとのインタビュー、住民集会での討議では、次のようなインパクトが

あったという。 

・プロジェクトで実施した住民集会により、コミュニティが協同で活動する意識づけに役

立った。また、不適切なゴミ投棄をなくす環境教育が進められた。 

・環境教育により、むやみにゴミを捨てなくなった 

・ゴミ収集の時間に合わせて時間を守るようになった 

・JCspd JJRRV やその他の活動的な JCspd/JSC の存在は、DJCspd がNational Committee on Solid 
Waste Management and Wastewater を組織することを促すという、正のインパクトを与え

ている。 

・GTZ の支援する廃棄物管理研修に関するワーキンググループのメンバー9名のうち1名は、

Abdel-Jabbar 氏であり、広域廃棄物管理システムをもつ JCspd の代表として JCspd JJRRV
の経験を共有している。 

・ジェリコ処分場は西岸地域でパレスチナとしては初めての小規模衛生処理施設である。

これまでにジャーナリストや他自治体からの見学者も多く、各地に存在するオープンダ

ンプ改善の典型例を提供している。 

・ヨルダン環境省、アンマン市役所の協力を得て、同国への第三国研修が実施された際に、

参加者はプラスチックリサイクル工場を見学した。このことが、現在計画中の JCspd 
JJRRV による農業プラスチックゴミのリサイクルにヒントを与えたといえる。 

・JCspd JJRRV に参加している自治体は、公共サービスを行うことがほとんどできていな

かったが、プロジェクトの SWM サービスが始まり、コミュニティへ公共サービスを提

供する格好の機会になった。 

 

質問票調査によれば、プロジェクトの正のインパクトについて、次のようなコメントが寄せ

られている。 

・「JCspds のアイデアが可能であることを実績で示した。この経験をもって他の JCspd で事

業を立ち上げることができる」（Questionnaire A-6-3） 

・「JCspd の構造進化と地方自治体の参加の可能性がある」（Questionnaire A-6-3） 

・「JCspds の経験交流のために全国レベルの会議体をつくった」（Questionnaire A-6-3） 
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・「村がきれいになった」（Questionnaire A-6-3） 

・「SWM の技術を広めるためワーカーを雇った」（Questionnaire A-6-3） 

・コミュニティにおける協力意識が形成された。（Questionnaire A-6-3） 

・「医療ゴミの隔離投棄場所を作った」（Questionnaire A-6-3） 

JCspd JJRRV の自立発展性については、法制度面、技術面では確保されているが、組織面、財務面で改善の余地がある。これに関連して JJRRV における SWM サ

ービスの地理的コストベネフィット分析を行うことが必要である。 

 

廃棄物分野での JCspd JJRRV の

位置づけ 

JCspd JJRRV が将来にわたり廃

棄物事業を担う組織であるか 

DJCspd、MoLG の JCspd に対する政策・支援に変更がない限り、JCspd JJRRV は今後も当該

地域の廃棄物事業を担う組織であるといえる。 

 
JCspd JJRRV は、パレスチナ地方自治法、by-laws に従って設立され、細則を決定し、廃棄物

処理サービスを実施してきた先行的な JCspd である。また、JCspd JJRRV は、廃棄物処理サ

ービス提供の基本方針等をまとめた基本計画を作成し、それに基づきサービスを行っており、

今後も当該地域で、広域の廃棄物処理サービスを提供していくと考えられる機関である。 

事業を継続するだけの能力が

JCspd JJRRV に備わりつつある

か 

組織・制度面からみれば、自立発展性が高いとはいえない。 

 

JCspd JJRRV 職員の多くが、ジェリコ市の保健衛生局からの出向者である（現在 23 名中、18

名がジェリコ市からの出向）。彼らは基本的な廃棄物処理に関する経験をもっていることに

加え、プロジェクトを通して、各種技術を日本人専門家、本邦研修を含む各種研修、あるい

はアクションプランの実施から新しい知識等を習得しており、事業を継続する能力はついて

きていると思われる。しかしながら、彼らは、JCspd JJRRV 独自の人材とはいえず、よって、

現時点で自立発展性が確保されているとはいいがたい。 

組織・制度的側面からみて、自

立発展の見込みは高いか。 

政府あるいは MoLG DJCspd か

らの支援は期待できるか 

政治的要因からドナー支援やイスラエル側からの還付金が滞っており、PNA の財政状況は極

めて厳しい状態にあり、JCspd や地方自治体を財政面から支援することは難しい状況である。

しかしながら、MoLG DJCspd によれば、JCspd は自治体の公共サービス提供を可能にするた

めの仕組みであり、JCspd や自治体の能力強化に関し、できる限りのことはしたいとの意見で

あった。しかしながら、MoLG DJCspd の JCspd に対する政策・戦略は、必ずしも確立してい

ない。 

 

本プロジェクトでは JCspd 廃棄物条例及び規則の草案を作成中である。 

自 

立 

発 

展 

性 

財政的側面からみて、自立発展

の見込みは高いか。 

JCspd JJRRV、あるいは傘下の

地方自治体の財政状況は健全か

財政的側面からみて、現状のままでは、自立発展の見込みが高いとはいえない。 
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 「会計制度アクションプラン」により、財務ソフトの導入等、会計システムの確立が進めら

れている。他方、SWM サービス料金の回収率は 2007 年は全体で 61％であり、17LGU の回収

率のばらつきは大きく、0％から 100％まである。中長期的視点からみると、操業開始後 1年

のアウトプットとしては十分評価できる。しかし、収入不足のため追加人材の採用ができな

い状況である。また、中央政府からの補助金の交付が決定しているものの、未だ実行されて

いない。現時点では持続性確保は必ずしも十分ではない。 

追加的にコメントすると、17LGU は地理的に広範囲に展開していて、しかも人口密度は低い。

この地域で SWM サービスをするコストとベネフィットを分析して、効率的システム構築を

図る必要がある。 

 

廃棄物管理事業を継続するうえ

で必要な予算（人件費含む）を

確保できるか 

現在も、ジェリコ市の保健衛生局からの出向者である 18 名については、ジェリコ市が直接人

件費を支払っており、独自の人材と、人件費を含む必要な全予算が確保できているとはいえ

ない状況である。 

ジェリコ市の分担金は、17 自治体の分担金合計の約 72％と、JCspd JJRRV においてはジェリ

コ市の存在が非常に大きく、ジェリコ市との信頼関係をより強固なものにすることで、JCspd 
JJRRV の財政基盤を安定させることが可能となる。 

JCspd JJRRV の技術レベルを配

慮した適切な技術の開発・移転

がなされたか 

技術的側面からみて、自立発展の見込みは高い。 

専門家チームの報告によれば、技術移転内容については適切に予算措置がなされれば、おお

むね C/P が独力で実施が可能であると思われるが、処分場管理、会計ソフトの活用、農業ゴ

ミリサイクル等、一部まだ自立的な業務遂行に不安なものがある。 

 

JCspd JJRRV 職員へのインタビュー、質問票回答からは、プロジェクトを通して日本人専門

家から習得した技術・知識、本邦研修を含む各種研修や、アクションプランの実施から習得

した技術・知識は、有益だったとの回答を得ており、適切なレベルの技術移転が行われたも

のと考えられる。また、2007 年 1 月より実施されたジェリコ処分場の改善においては、遮水

シートを張った、ガス抜き管、浸出水池を備えた準好気性の処分場が造られており、当該地

域の技術レベルを考慮した、適切な技術の移転が行われたといえる。 

C/P は、移転された技術、知識

を十分身につけたか 

JCspd JJRRV 職員へのインタビュー、質問票回答からは、プロジェクトを通して日本人専門

家から習得した技術・知識、本邦研修を含む各種研修や、アクションプランの実施から習得

した技術・知識により、業務が改善したとの回答を得ている。 

 
技術的側面からみて、自立発展

の見込みは高いか 

機材、移転技術などが、今後も

広く活用されるか 

供与機材であるスペアパーツで遊休車両を修理し、使用している。また、メンテナンス用機

材も、メンテナンスを委託しているジェリコ市のメンテナンス・ワークショップに供与され

ている。これらの機材の活用度は非常に高く、今後も広く活用されると考えられる。 
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環境社会配慮 埋立処分場の拡張工事の実施に

より環境社会配慮カテゴリーが

C から B に変更になった 

 

ジェリコ処分場の改修・拡張工事について JICA 環境社会配慮ガイドラインに基づき、その環

境社会インパクトの調査を行った結果、チェック項目の大半は微小ないし無の評価であった

が、項目 2（経済活動）、項目 12（地下水）、項目 17（大気汚染）、項目 18（水質汚染）及

び項目 22（異臭）に関して対策が必要である。処分場は小規模で人家から離れた場所に立地

していて環境社会面のインパクトは限られているものの、水・大気のモニタリングは必要で

ある。 

付属資料 2.評価グリッドの巻末添付資料：Environmental and Social Consideration on the 
Improvement and Extension Project of Jericho Disposal Site 参照のこと。 
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巻末添付資料 Environmental and Social Consideration on the Improvement and Extension Project of Jericho Disposal Site 

1. Outline of the Improvement and Extension Project of Jericho Disposal site 

Even though the Jericho dump sites are not located in populated areas, some improvement works are required for further use to 
mitigate current environmental problems.  The Improvement and Extension Project was planned and implemented in two stage 
as shown in Table 1.  The Improvement and Extension project is conducted in the same site. 

 
Table.1  Improvement and Extesion Project of Jericho Disposal Site 

Site Improvement 
and Extension 

Remarks 

Fence and gate  To control and manage the site 
properly 
（North, east and west side） 

Guard house To facilitate site workers and to 
control and manage the site 
properly  

Preparation of 
landfill area and 
lining 

Preparation of landfill area 
To prevent leachate seepage in 
groundwater and other part of 
the site. 

Leachate 
collection and 
pond 

To facilitate leachate collection 
and storage 

Gas removal 
pipe 

To remove landfill gas 

Planting around 
the site 

To improve aesthetic view 

First Stage 
Improvement 
of Jericho 
Disposal site 
（ Jan 2007- 
March 2007） 
 

Access road For movement of collection 
vehicle 
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Extension of 
landfill area and 
lining 

Extension of landfill area within 
the site and lining 
To prevent leachate seepage in 
groundwater and other part of 
the site. 

Leachate 
collection pipe 
and gas removal 
pipe 

To facilitate leachate collection 
and landfill gas removal 

Discharge place 
for septage 

To control discharge point of 
septage 

Fence and gate  To control and manage the site 
properly 
（South side and specified area 
for medical waste） 

Surrounding 
road 

For movement of collection 
vehicle 

Second stage 
Extension of 
Jericho 
Disposal site  
（Oct. 2007- 
March 2008） 

Garage To keep heavy equipment for 
landfill 

Cover soil in 
Operation 

To introduce sanitary landfill 
method 
To make compaction of waste 
and to prevent open burning and 
odor. 

Operation 
（Continue） 

Control of 
landfill site Recording of collection vehicle 

Source: JICA Expert Team 

2. Potential Impacts expected by the Project 

From the existing social and natural environmental conditions and project activity, the impacts and mitigation measures are 
evaluated as shown in Table 2.   
According to this table, the social and environmental impacts expected by the Project are slight or nil for most items because of 
small scale construction and disposal amount of solid waste.  However, mitigation measures will be required for item 2 
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（Economic activity), item 12 (Ground water), item 17 (Air pollution), item 18 (Water pollution) and item 22 (Offensive odor) 
due to waste disposal at the site. 
 
Although the physical scale of the disposal sites is small and the expected social and environmental impacts are limited, the 
necessary environmental monitoring of such items as air and water is required during the operation stage.  
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Table.2  Potential Environmental and Social Impacts of the Project 
Evaluation 

No Items Description Construction/Operation Activities Construc- 
sion stage 

Operation 
stage 

Reason and Mitigation measure 

 I. Social Environment     

1 
Resettlement 

Transfer of rights of residence and 
land ownership 

The site is present dumping site and 
no residence. The site is used for 
disposal site. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

2 

Economic 
activities 

Loss of production base and 
change of economic structure The site is controlled during 

construction and operation stage. 
Scavenger’s activity will be affected.

B （Some 
impact） 

B （Some 
impact）

Explanation of the project to the 
scavengers. 
Registration of scavenger and allow to 
work in the site. 

3 

Traffic and 
Public facilities  

Impacts on school, hospitals and 
present traffic conditions, such as 
an increase in traffic jams and 
accidents.  

Small traffic for transportation of 
construction material and solid 
waste. Traffic volume will be 
unchanged. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact 

Excavated soil during construction is 
used on the site.  

4 Splitting of 
communities 

Separation of regional 
communities by disruption of 
regional traffic.  

Small traffic for construction and 
solid waste disposal 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact Regional traffic will not be disrupted. 

5 Cultural 
property 

Loss or decrease of the value of 
cultural assets and archaeological 
assets.  

No significant cultural property in 
the site. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

6 
Water rights and 
Rights of 
common 

Obstruction of fishing rights, 
water rights and rights of 
common. 

No water use or rights of commons. Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

7 
Public health 
conditions 

Worsening of health and sanitary 
conditions due to generation of 
garbage, and pathogenic insects. 

Project is to improve current 
unsanitary waste disposal to 
sanitary condition. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact 

Open burning will be stopped and waste 
is covered by soil. 

8 

Waste Generation of construction waste, 
debris, sludge and general waste. 

Wastes will be dumped on site 
during construction period.  
Waste will be disposed in sanitary 
manner during operation 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact 

Excavated soil is stored and used for 
covering soil. 
Implementation of covering soil. 

9 
Hazards （Risk） Increased risk of cave-ins, ground 

failure and accidents 
Careful construction procedures will 
ensure safety. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact 

Careful construction at the site 
Proper operation of solid waste disposal 

 II. Natural Environment     

10 
Topography and 
Geology 

Change of valuable topography 
and geology due to excavation or 
earth fill  

Neither large excavation nor earth 
fill will be included in the Project. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  
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11 
Soil erosion Topsoil erosion by rainfall after 

land reclamation and 
deforestation 

Small rainfall area Negligible 
impact 

Negligible 
impact 

Reclamation will ensure plantation over 
the top soil after closure of the site. 

12 

Groundwater Exhaustion of groundwater 
caused by overdraft, and water 
pollution by leachate 

Small use of water for construction 
and disposal of waste.  Water 
pollution by leachate will be 
properly mitigated. 

Negligible 
impact 

B （Some 
impact）

Leachate collection and liner system will 
be installed to prevent seepage of 
leachate 
Monitoring of ground water 

13 
Hydrological 
situation 

Change in discharge or water 
quality due to reclamation and 
drainage 

No change in discharge or water 
quality is expected since leachate is 
collected.  

Negligible 
impact 

Negligible 
impact 

No change in discharge or water quality 
is expected since leachate is collected 
and stored. 

14 
Fauna and Flora Obstruction of breeding and 

extinction of species due to the 
change of habitat conditions 

No endangered species is reported in 
the site. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

15 

Meteorology Change of micro-climate such as 
temperature, wind etc., due to 
large scale reclamation and 
construction 

The project includes small scale 
construction and reclamation. No 
change in micro-climate （ wind, 
temperature, etc） 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

16 
Landscape Change of topography and 

vegetation due to reclamation. 
Deterioration of aesthetic 
harmony by structure 

Small change of topography after 
disposal of solid waste 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact Planting around the site 

 III. Environmental Pollution     

17 

Air pollution Pollution caused by emission of 
toxic gases from vehicles and 
waste fill. 

Wind and heavy equipment may be 
a source of dust, but far from 
residential area. Open burning of 
waste will be prohibited. 

Negligible 
impact 

B （Some 
impact）

Make covering soil to prevent open 
burning during operation stage. 

18 
Water pollution Pollution caused by surface runoff 

and leachate 
Leachate will be collected and 
stored.  Sepatage effluent will be 
unchanged. 

Negligible 
impact 

B （Some 
impact）

Liner system, leachate collection system 
and leachate pond is provided. 
Monitoring of Leachate 

19 
Soil 
contamination 

Contamination by surface runoff 
and leachate  

Disposal site will be covered by soil 
and leachate will be collected.  

Negligible 
impact 

Negligible 
impact Leachate will be collected and stored. 

20 
Noise and 
vibration 

Noise and vibration generated 
from vehicle and heavy duty 
machinery 

Operation of heavy equipment but 
site is far from residential area. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

21 
Land subsidence Land deformation caused by the 

draw-down of the water table 
Limited use of waster for drinking 
and planting. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

22 
Offensive odor Offensive odor generated from 

dumpsite.  
Solid waste disposal with covering 
soil 

Negligible 
impact 

B （Some 
impact）

Covered soil to prevent odor emission 
from dumpsite. 

Note : Impact A: significant impact anticipated, B: Some impact anticipated, C: unknown （Requires consideration, may become clear during course of survey）, D: Negligible impact 
Source: JICA Expert Team 



 

 

３．質問票及び集計結果 
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1. 質問票の設計 

評価グリッドに基づき、質問票を 2 種 (Questionnaire [Type A] と Questionnaire[Type B])
作成した後、アラビア語に翻訳した。 

 

2. 質問票の送付、回収 

Questionnaire [Type A]に関しては、JCC メンバーと JCspd JJRRV 参加 17 自治体の長及び

MoLG ジェリコ支所長に、Questionnaire[Type B]に関しては、JCspd JJRRV の職員に送付し

た。回答期限を調査団到着時と、極めて短期間の回答依頼であったが、出張・病気の者を

除き、配布した質問票を全数回収した。記入されたコメントも多数にのぼり、プロジェク

トの関係者全員が本終了時評価に高い関心をもっていることが分かった。 

 

3. 回答の分析 

アンケート集計ソフトを用いて回答質問票をデータ入力した。回答コメントはほとんど

アラビア語であったので英語に翻訳した。 

 

4. インタビュー調査への活用 

インタビュー調査前に英訳された回答を参考に、インタビューの質問を絞り込んで効率

的に調査を進めた。 

 

別添資料 3 として、以下を添付する。 

別添資料 3 -A: 質問票調査の結果要約（Questionnaire A：回答数 26） 

別添資料 3-B: 質問票調査の結果要約（Questionnaire B：回答数 20） 
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別添資料 3 -A:  質問票調査の結果要約（Questionnaire [Type A]） 

■ 回答者の内訳 
Questionnaire  [Type A]：回答数 26 
JCC Member ----5   
AB Member of JCspd JJRRV----5     
Head of JCspd Member Council---13 
Others---3 
（１LGU で村長と副村長の 2 人からの回答があり、17LGUs から 18 の回答があった）  
■ 回答の分析 
The following findings are observed from the questionnaire survey.  
(1) Difficulties to achieve Outputs concerning Project Purpose 1 are found.  There are 
some reasons; 1)Low awareness and cooperation of the people, 2) Delay of the delivery of 
equipment from UNDP, 3) Insufficient input and support from the Palestinian side. 
(2) Project Purpose 2 is considered to be generally achieved.  
(3) Cooperation and relationship among key stakeholders including the respondents of 
the questionnaire and JET are satisfied.  
(4) Positive impacts are found in the two direction, one is toward the improvement of  
public service delivery, and the other is toward central governmental policy concerning 
JCspd. However, current absence of the national strategy on SWM may be giving a 
negative impact on ground level operation. 
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■ 回答の度数分布: Questionnaire [Type A] 
1 2 3 4 5 N

Total Valid MissingVery Bad Bad Fair Good Very Good comment

1-1 Is the Achievement level of the Project Purpose 1 26 26 0 0 2 9 10 5 3.69 5

1-2 Is the Achievement level of the Project Purpose 2 26 23 3 1 1 8 10 3 3.57 4

2-1 As for activities you were engaged in, do you think
that planned activities were carried out smoothly after
mid-term evaluation ?

26 26 0 1 2 8 13 2 3.50 4

2-2 Do you think that the current monitoring system is
appropriate? 26 25 1 0 1 6 15 3 3.80 3

2-3 Are you satisfied with the technical
transfer/advise from Japanese experts 26 26 0 1 4 2 13 6 3.73 6

2-4 Do you think that you have had a good
relationship with Japanese experts 26 26 0 1 1 3 12 9 4.04 7

2-5 As a member of JCC/JCspd/Council, have you
found it difficult to carry out the specific project
activity?

26 25 1 2 3 8 5 7 3.48 5

2-6 If you have observed any other issues / problems
in the process of implementation, please describe. 8

3-1 Is the Project's approach appropriate? 26 25 1 0 3 5 12 5 3.76 6

4-1 Do you think that Output 1 [Organization for
Project operation is established] has been achieved? 26 25 1 0 3 8 9 5 3.64 5

4-2 Do you think that Output 2 [System for SWM in
JJRRV is established] has been achieved? 26 25 1 0 4 4 15 2 3.60 5

4-3 Do you think that Output 3 [Present situation of
SWM in JJRRV is grasped] has been achieved? 26 24 2 0 3 5 10 6 3.79 4

4-4 Do you think that Output 4 [Action plan for
improvement of SWM in JJRRV is formulated] has
been achieved?

26 25 1 0 3 4 17 1 3.64 3

4-5 Do you think that Output 5 [The action plan is put
into practice and the improvement is made] has been
achieved?

26 24 2 0 1 11 11 1 3.50 2

4-6 Do you think that Output 6 [Seminars/workshops
are held and Project experiences in JJRRV are
diffused among Palestinian local authorities] has been
achieved?

26 25 1 1 2 5 9 8 3.84 4

4-7 Do you think that Output 7 [Those who are in
charge of SWM in local authorities and related
ministries acquire basic knowledge are diffused] has
been achieved?

26 25 1 0 2 10 11 2 3.52 3

Question
N

Average
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1 2 3 4 5 N

Total Valid MissingVery Bad Bad Fair Good Very Good comment

5-1 Has the Japanese input in terms of Japanese
experts been appropriate? Number of Experts 26 26 0 1 1 6 9 9 3.92 0

5-1 Has the Japanese input in terms of Japanese
experts been appropriate? Timeliness of
dispatching Experts

26 26 0 1 2 9 9 5 3.58 2

5-1 Has the Japanese input in terms of Japanese
experts been appropriate? Field of Experts 26 25 1 2 1 3 12 7 3.84 2

5-2 Has the Japanese input in terms of C/P training in
Japan been appropriate? Number of Traniee 26 24 2 2 0 7 10 5 3.67 2

5-2 Has the Japanese input in terms of C/P training in
Japan been appropriate? Timeliness 26 21 5 1 1 4 13 2 3.67 0

5-2 Has the Japanese input in terms of C/P training in
Japan been appropriate? Field of Trining 26 23 3 0 1 5 11 6 3.96 3

5-3 Has the Japanese input in terms of Equipment
been appropriate? Quantity 26 23 3 0 5 9 4 5 3.39 3

5-3 Has the Japanese input in terms of Equipment
been appropriate? Quality 26 23 3 0 2 10 7 4 3.57 0

5-3 Has the Japanese input in terms of Equipment
been appropriate? Timeliness of provision 26 22 4 0 5 10 4 3 3.23 1

5-3 Has the Japanese input in terms of Equipment
been appropriate? Cost 26 0 26 0 0 0 0 0 -  1

5-4 Has the Palestinian input in terms of Palestinian
C/Ps been appropriate? Allocation of C/P 26 25 1 4 3 11 5 2 2.92 2

5-4 Has the Palestinian input in terms of Palestinian
C/Ps been appropriate? Facilities/ Equipments 26 23 3 4 5 9 4 1 2.70 4

5-4 Has the Palestinian input in terms of Palestinian
C/Ps been appropriate? Operational Cost 26 23 3 0 6 8 8 1 3.17 4

5-5 Has the project support system (project
management) functioned well? The JCC functioned
Well

26 26 0 0 1 13 10 2 3.50 1

5-5 Has the project support system (project
management) functioned well? The project
Management

26 26 0 0 1 11 9 5 3.69 0

5-6 If you have any suggestions / request to further
improve the project management, please explain. 8

6-1 Do you think that the Overall Goal 1 will be
achieved in 3 -5 years after the Project is terminated? 26 24 2 0 1 15 8 0 3.29 5

6-2 Do you think that the Overall Goal 2 will be
achieved in 3 -5 years after the Project is terminated? 26 26 0 1 2 10 11 2 3.42 4

6-3 Is there any unintended positive situation
produced by the project, such as in terms of
evaluation policy and strategy, living condition for the
community people, etc.?

10

6-4 Is there any unintended negative situation
produced by the project, such as in terms of
evaluation policy and strategy, living condition for the
community people?

7

Question
N

Average
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■ 回答に付記されたコメント 
1-1 Is the Achievement level of the Project Purpose 1 high enough? It was supposed to 
provide necessary equipments to enhance the collection & Transport system, but a delay 
occurred on the provision of equipment though UNDP that affected the system 
efficiency. 
1-2 Is the Achievement level of the Project Purpose 2 high enough? 

 There was a group of activities in this regard, but the concentration was on the 
dissemination of experience during this period of the Project. 

2-1 As for activities you were engaged in, do you think that planned activities were 
carried out smoothly after mid-term evaluation? 

 There was a delay in the provision of vehicles & equipments where it was to 
arrive in the last March 2007 

 Yes, on ground the service reached to most of the people and the number of 
beneficiaries increased 

2-2 Do you think that the current monitoring system is appropriate? 
 Yes, needs to follow up the workers more. 

2-3 Are you satisfied with the technical transfer/advise from Japanese experts? 
 Yes, we benefit from it, where it affected our production. 
 The Japanese offered the best they have. 

2-4 Do you think that you have had a good relationship with Japanese experts? 
 Experts were very cooperative, and they cared a lot to give success to the Project 

and JCspd. 
2-5 As a member of JCC/JCspd/Council, have you found it difficult to carry out the 
specific project activity? 

 Because of the wide range of the area, low capacity of inhabitants in these areas, 
and the delay in the provision of the vehicles and equipments, lead to many 
work burdens that we have to deal with. 

 No cooperation from some LAs 
2-6 If you have observed any other issues / problems in the process of implementation, 
please describe. 

 Till now no containers were distributed to all the area because of the delayed 
provision of equipment through UNDP. 

 Necessity of raising cooperation level and information exchange 
 Medical Waste Management has to be included within the Project as a main 

part. 
3-1 Is the Project's approach appropriate? 
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 Lack of awareness and participation of the people(3) 
 The method of the Project was suitable, but there were many obstacles faced the 

implementation of the action plan. 
 The vision was not clear at the beginning. 

4-1 Do you think that Output 1 [Organization for Project operation is established] has 
been achieved? 

 Till now no containers were distributed to all the area.(4) 
 Necessity of raising cooperation level and information exchange(2) 
 The organization was established, what rest is the issue of sustainability which 

need more support. 
 There is the matter of sustainability and it depends on the Palestinian side. 

4-2 Do you think that Output 2 [System for SWM in JJRRV is established] has been 
achieved? 

 The system was established, but there is a need to improve the technical 
capacity through the provision of the equipments. 

4-3 Do you think that Output 3 [Present situation of SWM in JJRRV is grasped] has 
been achieved? 

 Many studies have been conducted in this regard, I think that the current 
situation has been grasped very well. 

4-4 Do you think that Output 4 [Action plan for improvement of SWM in JJRRV is 
formulated] has been achieved? 

 Action plan was prepared in a complete and good way. 
4-5 Do you think that Output 5 [The action plan is put into practice and the 
improvement is made] has been achieved? 

 Many enhancements has been implemented which included the extension of 
Jericho landfill site and raising community awareness in the area. 

4-6 Do you think that Output 6 [Seminars/workshops are held and Project experiences 
in JJRRV are diffused among Palestinian local authorities] has been achieved? 

 Workshops were weak and the citizens did not receive well the concepts. the 
words of the presentations were pure scientific going beyond the normal 
understanding of the citizens. 

 Many activities have been made, transferring the experience through workshops, 
JCC, and there are many activities within this period. 

4-7 Do you think that Output 7 [Those who are in charge of SWM in local authorities 
and related ministries acquire basic knowledge are diffused] has been achieved? 

 Yes, the project idea started to disseminate around the country. 
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5-1 Has the Japanese input in terms of Japanese experts been appropriate? Number of 
Experts 

 (No comments) 
5-1 Has the Japanese input in terms of Japanese experts been appropriate? Timeliness 
of dispatching Experts 

 (No comments) 
5-1 Has the Japanese input in terms of Japanese experts been appropriate? Field of 
Experts 

 There were a variety in the team experiences. 
5-2 Has the Japanese input in terms of C/P training in Japan been appropriate? 
Number of Traniee 

 The number is low and we need more experiences in this field 
5-2 Has the Japanese input in terms of C/P training in Japan been appropriate? 
Timeliness 

 (No comments) 
5-2 Has the Japanese input in terms of C/P training in Japan been appropriate? Field of 
Training 

 It was better to train trainers, and the contents have to be in this direction. 
5-3 Has the Japanese input in terms of Equipment been appropriate? Quantity 

 Because the equipment provision item was not achieved(2) 
5-3 Has the Japanese input in terms of Equipment been appropriate? Quality 

 (No comments) 
5-3 Has the Japanese input in terms of Equipment been appropriate? Timeliness of 
provision 

 No container used till now. 
5-3 Has the Japanese input in terms of Equipment been appropriate? Cost 

 (No comments) 
5-4 Has the Palestinian input in terms of Palestinian C/Ps been appropriate? Allocation 
of C/P 

 Jericho municipality was the only one that has the human capacities, where it 
was difficult for it to second all the staff from its own employees. 

5-4 Has the Palestinian input in terms of Palestinian C/Ps been appropriate? Facilities/ 
Equipments 

 We as MoH did not receive ant equipments needed to raise the work efficiency. 
5-4 Has the Palestinian input in terms of Palestinian C/Ps been appropriate? 
Operational Cost 
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 Un-commitment form LAs to pay their dues, and no sufficient support from PNA 
 Weakness and lack of contribution from some of them 

5-5 Has the project support system (project management) functioned well? (JCC)  
 Replacement of some members from the ministry 

5-5 Has the project support system (project management) functioned well? (The other 
project management system) 

  (No comments) 
5-6 If you have any suggestions / request to further improve the project management, 
please explain. 

 Collecting fees on monthly basis, asking people for not delaying in paying 
 Hope to follow up the waste vehicle on ground 
 Continuous inform to the JCC about the project development 

6-1 Do you think that the Overall Goal 1 will be achieved in 3 -5 years after the Project 
is terminated? 

 Basic policies are under preparation and it can be implemented during the next 
3 years, if support continues to the project. 

6-2 Do you think that the Overall Goal 2 will be achieved in 3 -5 years after the Project 
is terminated? 

 It is possible in a better cooperation circumstances with the other LAs. 
6-3 Is there any unintended positive situation produced by the project, such as in terms 
of evaluation policy and strategy, living condition for the community people, etc.? 

 Yes, the idea of JCspds is possible, and we have the current experience of our 
JCspd. If we established other JCspd other than the current, I am sure that it 
will be successful. 

 The possibility to develop the structure and fact of the LAs. 
 Yes, a workgroup was established for the development of strategies of JCspds 

and dissemination of experience between JCspds. 
 Yes, the village became cleaner. 
 Hiring local work force, increasing experience in SWM 
 Making a kind of integrity in waste management 
 Special cell for medical waste in the landfill 

6-4 Is there any unintended negative situation produced by the project, such as in terms 
of evaluation policy and strategy, living condition for the community people? 

 Weakness in community participation that will destroy any future project for 
cooperation. 

 Intended negative situation: not including medical waste management within 
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the project 
7-1 Do you think that JCspd can independently manage by themselves? 

 Weakness in community participation that will destroy any future project for 
cooperation. 

 Intended negative situation: not including medical waste management within 
the project. 

7-2 Is the Palestinian government likely to continue supporting JCspd to allocate the 
sufficient operational budget? 

 There is now a body that can manage itself, but what rest is the issue of 
financial sustainability because of no commitment of paying the dues. 

 No commitment from the citizens side to pay the fees because of the bad 
economic situation 

 Yes, in the future but it needs more experience. 
7-3 Is the transferred technology properly maintained and utilized? 

 In management yes, but in the field it did not reach to 60% from the required 
capacity. 

7-4 What will be the promoting factors to sustain the project impact after the 
termination of the project? 

 Following up the citizens to pay their dues 
 Changing work mechanism from time to time 
 Field Training to the responsible people 
 Commitment from LAs to pay their dues 
 Regular support from PNA 
 The commitment of citizens to strengthen the acquired experiences 
 Hope that it will continue working by the experience and efforts of the 

Palestinian experts and employees. 
1- To consecrate the cooperative work in JCspd and activating its members roles 
2- Communication of JCspd members through periodical meetings 
3- Condensation of community awareness about the project role and its 

advantages and disadvantages. 
 Providing the necessary equipments 
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別添資料 3-B: 質問票調査の結果要約（Questionnaire [Type B]） 

■ 回答者の内訳 
Questionnaire [Type B]：回答数 20 
JCspd JJRRVstaff/C/P---5 
JCspd JJRRV worker---15 
 
■ 回答の分析 
The survey found the following result; 
(1) Workers are generally satisfied with the improvement of their work and 
environment. 
(2) However there are some complaints of working conditions such as working hour and 
salary. New equipment are required to improve their work. 
 
■ 回答の度数分布 

1 2 3 4 5 N
Total Valid Missing Very Bad Bad Fair Good Very Good Comment

1. Do you think this JCspd mechanism function adequately
to improve SWM services? 20 20 0 0 0 2 16 2 4.00 14

2 Does the Project adequately meet your needs? In other
words, do you recognize any improvement in your daily
work?

20 20 0 3 3 3 7 4 3.30 20

3 As for activities you were engaged in, do you think that
planned activities were carried out smoothly after mid-term
evaluation ？

20 20 0 1 1 7 9 2 3.50 12

4 Are technical suggestions and technologies used in the
Project useful? 20 20 0 0 2 4 7 6 3.70 12

5. Did you learn something new and useful from technical
suggestions from Japanese experts? 20 20 0 2 0 5 3 9 3.70 15

6 Has provision of equipment such as repair parts of
compactor collection vehicle, computers and printers been
adequate in terms of variety, quantity and timing?

20 20 0 2 5 7 4 2 2.95 17

7 If you have observed any other issues / problems in the
process of implementation, please describe. 18

Question
N

Average
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回答に付記されたコメント 
1. Do you think this JCspd mechanism function adequately to improve SWM services? 

 The required minimum number has been appointed to start the work. Efforts 
made constantly to increase that number as possible. 

 Improvements and new equipments has to be introduced to the dumping 
process, and using a suitable compactor for the compaction process 

 Due to raise the level of service of solid waste management, whether at the 
level of operations of collection, transportation and waste treatment through 
the presence of a sanitary landfill site created on engineering basis. 

2 Does the Project adequately meet your needs? In other words, do you recognize any 
improvement in your daily work? 

 Administrative referential and work assignments are clear.  
 There is intense pressure at work because of lack of crew and the disruption of 

the equipments because of its oldness. 
 We have problem in salaries; it was not increased although the work increased 

as well.  In addition we have a problem with vacations 
 Have the knowledge about a new system which is a developed accrual basis 

accounting system software, where in the past I worked on cash basis. 
 Yes, there are improvements in the daily work through organizing the of PR 

activities to suite the service nature, and give it success. 
 The project is an urgent need for every citizen, through the application of a 

good management that reflects on the individual in particular and society in 
general, taking into account the continuous efforts that has to be made in 
order to achieve the better. 

 Suitable, improvement in the work of the vehicles, containers, and the landfill. 
3 As for activities you were engaged in, do you think that planned activities were 
carried out smoothly after mid-term evaluation? 

 It has been worked on the development of Jericho landfill site (expansion of the 
landfill) as the recommendations of the Evaluation Committee.  

 Coordination, cooperation and dissemination of experience after a period of 
evaluation.  

 Regarding my work, I have been recently amended to the project, but according 
to the time I spent in JCspd, I see that there is a follow up and implementation 
to what have been planned during 2008 for the financial & administrative 
department. 

 Activities have been implemented smoothly and in the right way. This was due 
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to the good management and continuous follow-up by the JCspd. 
4 Are technical suggestions and technologies used in the Project useful? 

 The number and variety of experts in the field of competence between the team 
members was well, where there was a transfer of these experiences to the 
Palestinians partners in all fields. 

 Full cooperation, consultation, advice and guidance by the expert team 
regarding the issues concerning JCspd were good.   

 Convincing so far. But actions have to be continuous in order to achieve the 
best way to preserve the environment and taking into account the social and 
economic conditions of the citizen. 

 It is good for the collection and dumping process, which stopped many negative 
aspects such as the random dumping sites. 

5. Did you learn something new and useful from technical suggestions from Japanese 
experts? 

 Building and management of landfill sites, including design and requirements  
 Financial management and preparation of annual financial reports  
 Proper planning and proper management  
 I have learnt about SWM and how to do waste source separation. I have also 

taught my wife about separation and asked here to start to separate waste at 
home. 

 Get more knowledge about the accrual basis accounting system 
 In the beginning of the project, all the 17 LAs inhabitants did not want the 

service, but now they ask for it, and discuss in issues that can improve the 
service.  

 Japan is one of the very advanced countries in all fields, especially in the field 
of waste management, so the suggestions made by the experts comes from a 
profound experience that we can always benefit from. 

6 Has provision of equipment such as repair parts of compactor collection vehicle, 
computers and printers been adequate in terms of variety, quantity and timing? 

 Many of spare parts have been provided for equipment and machinery.  
 Sufficient number of computers has been provided depending on the needs of the 

staff, but server was not provided.   
 The vehicle that I work on does not have breaks since two months, and we have 

so many problems in maintenance. 
 New equipment has to be provided especially for the night shift (1m2 containers 

collector) 
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 Spare parts have to be provided quickly in order to avoid any failure or delay. 
 Regarding the PCs and the overhead projector that is used in the PR activities 

are more or less suitable 
 Provision with spare parts extended the vehicles life. However, the delay in the 

provision of the new vehicles affected the collection process because the assumed 
life of the old vehicles has already expired. 

 
7 If you have observed any other issues / problems in the process of implementation, 
please describe. 

 It was supposed to provide equipment and new machines in the middle of the 
project, but there had been delays in the procurement process due to several 
reasons, thus affecting the development of the current system. 

 Please put a correct mechanism for the maintenance process. 
 To make 2 shifts at night. 
 To divide the areas  
 To distinguish the work of each employee. (job description) 
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Introduction 
 
It is crucial for sustainable development to implement the appropriate measures for 
environmental and social considerations 
 
Japan International Cooperation Agency (JICA) takes appropriate considerations of 
environmental and social factors according to the measures for environmental and 
social considerations of the recipient governments and “JICA Guidelines for 
Environmental and Social Considerations”. JICA classifies projects under three 
categories according to the extent of environmental and social impacts. To make this 
classification, JICA takes into account an outline of the project, the scale, the site 
condition, and the environmental impact assessment scheme in host countries. 
 
Category  
Category A Projects are likely to have significant adverse impacts on the 

environment and society 
Category B Projects have potential adverse impacts on the environment and 

society, and are less adverse than those of Category A.  
Category C Projects are likely to have minimal or little adverse impacts on 

the environment and society.  
 
The Project for Capacity Development on Solid Waste Management (SWM) in Jericho 
and Jordan River Rift Valley (JJRRV) is a technical cooperation project for capacity 
development on SWM to improve the SWM system in Palestinian National Authority 
(PNA). This project was classified as Category C at the beginning, and, with the 
progress of the project, it was changed to Category B. 
 
According to JICA guideline, it is necessary to evaluate the impacts to the natural 
environment and society – whether or not they were predicted by environmental and 
social considerations studies – and the effects of mitigation measures taken, after the 
completion of technical cooperation program. Since this project is classified into 
Category B, evaluation survey, in terms of environmental and social consideration, was 
carried out. 
 
1. Environmental and Social Consideration in this Project 
 
One of the project purposes is the establishment of a sustainable SWM system in JJRRV. 
The following works were accomplished with the consideration of preparing the related 
facilities. 
 
(1) Initial Environmental Evaluation on the improvement of the existing dumping sites 
 
It was difficult to construct a new landfill site during the project because of the land 
acquisition and the implementation of Environmental Impact Assessment (EIA) with 
Israel.  For this reason, the project plan was decided to improve the existing dumping 
sites and continue to use them. Initial Environmental Evaluation (IEE) was 
implemented on the improvement of the existing dumping sites and the results were 
reported in progress report II. 
 
Table 1 shows the landfills used for waste management in JJRRV. The target sites of 
improvement were Jericho dumping site and Al-Ojah dumping site. 
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Table-1 Landfills used for waste management in JJRRV 
Name Description Issues 

1. Existing Jericho 
dumping site 

Used by Jericho city, “A” region 
Open dumping site 
Adjacent to cultivated lands and wadi
Having Environmental pollution 
problems 
Having a small remained capacity 

It is necessary to mitigate pollution 
impacts in order to use this site 
continuously. 
This site can be improved to be a landfill 
site which capacity is for three years as 
the pilot project. 

2. Existing Al-Ojah 
dumping site 

Used by Ojah city, “A” region 
Open dumping site 
Having a small remained capacity 
Neighboring on agricultural lands 
Having a potential of expansion 

It is necessary to develop the facilities in 
order to in order to use this site 
continuously. 
This site can be improved to be a landfill 
site which capacity is for three years as 
the pilot project. 

3. Tovlan landfill site Sanitary landfill site, “C” region 
Not having environmental pollution 
Operated by Israel 
Collecting the fee of disposal from 
users 

It is possible to use this site for the long 
period of time. 
This site does not have any problems 
about operation and management, and 
environmental pollutions. 
Palestinian people have political and 
emotional resistance feeling to use this 
site. 

4. Tubas transfer 
station/disposal site 
(to transfer to Jenin 
landfill site) 

Transferred to Jenin landfill site 
Not having environmental pollution 
Collecting the fee of transfer/disposal 
from users 

It is possible to use this site for the long 
period of time. 
This site does not have any problems 
about operation and management, and 
environmental pollutions. 
It is difficult to use this site for disposal 
from the south area of Jordan River 
Valley because the position of this site, 
which is in the north area of the west 
bank, causes the long transportation 
distance form the south area and there are 
check points on the way to this site. 

Note 1) Landfill in “C” region requires the permission of Israel. 
 

(2) Law and regulation on Environmental and Social Considerations 
 
In the course of the project, following law and regulation in Palestine related to 
environmental and social consideration and solid waste management is summarized in 
the Progress Report IV prepared in October, 2007.  
 

 Environmental Law (Law No7/1999)1 
 Environmental Assessment Policy2 
 A draft Regulations for Solid Waste Management for 2005 prepared 

by the EQA 
 

(3) Field survey and environmental monitoring 
 
                                                   
1 Law No.7 for the year 1999 regarding the Environment 
2 Palestinian National Authority, Ministry of Environmental Affaires: The Palestinian Environmental 
Assessment Policy, April 2000.  
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Following field survey and monitoring related to Jericho and Al-Ojah disposal sites has 
been conducted and reported in the progress reports.  
 

 Topographic survey and soil investigation was conducted for Jericho and 
Al-Ojah disposal sites and reported in Progress report II) 

 Ground water analysis was conducted for existing well near to Jericho and 
Al-Ojah disposal sites and reported in progress report II, III, IV and V.  

 
2. Palestinian Environmental Assessment Policy  
 
(1) Outline of Palestinian Environmental Assessment Policy  
 
Environmental Impact Assessment shall be conducted according to the Palestinian 
Environmental Policy that was approved by the Ministerial Council on April 23, 
2000. 
 
The Environmental Assessment Policy divided the project in following three categories 
in Article 4. 
 

 Proposed public and private-sector projects, and proposed extensions or additions to 
existing projects (as described in Annex-1 for IEE and EIA individual projects) 

 Proposed plans and programs (as described in Annex 4 Strategic Environmental 
Assessment, SEA ) 

 Existing projects as described (in Annex 5 for environmental auditing to deal with 
existing development) 

 
In the Annex 1, EIA shall be conducted for specified types of the major development 
project including solid waste disposal sites. And extension to existing projects shall be 
screened for the need for IEE and EIA studied according to the procedures described in 
Annex 3.  
 
(2) Procedure for Environmental Assessment  
There are three types of Environmental Assessment reports.  
 - Application for Environmental Approval 
 - IEE Report 
 - EIA Report 
 
The procedure for Environmental Approval of the project is shown in Table-2.  The 
procedure is different for the project type listed in Annex 1 and projects which are not 
listed in Annex 1 that should submit Application of Environmental Approval.  Once the 
Ministry considers that an application for Environmental Approval is complete, it has 
maximum of 14 business days to determine the need for an IEE or EIA report, or to 
determine whether Environmental Approval will be granted based on the Application 
alone. 
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Table-2 Procedure for Environmental Approval  
Type of project Process 

(1) A propjet must first obtain Initial Approval from the 
appropriate Ministry of Local Planning Committee. 
(2) The Proponents submits an Application for Environmental 
Approval to the Ministry (EQA) 

1. Listed in Annex 1 

(3) The Ministry will notify the appropriate permitting 
authorities that and Application for Environmental Approval 
has been received and that an EIA is required. 
(1) The Proponents submits the Application for Environmental 
Approval to the appropriated permitting authorities as part of 
this overall application package for initial approval. 
(2) The Authorities then refer the project to the Ministry (EQA)

2. Not listed in 
Annex 1 

(3) The Ministry (EQA) will applies the screening guideline 
(Annex 2) and determines whether or not an IEE report or and 
EIA report is required. If an IEE report or EIA report is note 
required, the Ministry will determine whether or not 
Environmental Approval will be grand and, if so, under what 
condition. 
(1) TOR for IEE is prepared by the Ministry.  Stakeholder 
consultation is optional. 
(2) The proponent prepare and submit draft IEE for initial 
internal review 
(3) The proponent finalizes the IEE report for technical review 
by the Ministry.  
(4) The Ministry discuss meet with proponents to discuss the 
IEE reports and if necessary, require revision or additions to the 
report 

3. IEE 

(5) The Ministry determines what course to follow:  
- find that project change and a revised IEE before 

Environmental Approval, or  
- Grant Environmental Approval, if necessary, condition 

to be included in subsequent permits, or 
- Find that EIA report is required before Environmental 

Approval can be considered further. 
(1) TOR for EIA is prepared by the Ministry.  Stakeholder 
consultation is mandatory 
(2) The proponent prepare and submit draft EIA for initial 
internal review 
(3) The proponent finalizes the EIA report for technical review 
by the Ministry.  
(4) The Ministry discuss meet with proponents to discuss the 
EIA reports and if necessary, require revision or additions to the 
report 

4. EIA 

(6) The Ministry determines what course to follow and advice: 
- Grant Environmental Approval, if necessary, condition 

to be included in subsequent permits, or 
- Without Environmental Approval sine the project has 

unacceptable environmental Impacts. 
 



 
－165－

 (3) Communication with EQA in this project 
 
Regarding Jericho disposal site, as there was a strike in the PNA organizations. The JCspd in JJRRV 
contact with EQA officials to inform that we have a pilot project to improve Jericho disposal site. 
Then on the opening ceremony EQA request the JCspd to submit all the documents regarding the 
improvement.  JCspd sent all documents including the TOR, the water analysis, the topography 
maps and the soil analysis. 
 
In the extension phase, the JCspd talked to EQA and submit the TOR.  EQA did not put any 
comments, and did not request to make IEE or EIA, since EQA knew that this improvement is to 
solve the current situation until PNA and JCspd arrange for the future landfill site.  EQA knew that 
necessary measures for protecting the environment were taken into consideration. 
 
3. Estimation of environmental and social impacts by construction works of landfill 

improvement 
 
The purpose of the pilot project is to improve SWM and to arrange the facilities for a 
sanitary system at Jericho landfill site. The construction works were implemented as 
following.  All works were accomplished in Jericho landfill site. 

 
(1) Construction of sanitary landfill, leachate pond and fence in the second year of 

the project 
(2) Expansion of the sanitary landfill in the third year of the project 

Estimated impacts are described in IEE as the Attachement-1 and Attachment- 2 
 
4. Evaluation of Environmental and Social Impacts and Mitigation Measure 
 
Construction work for expansion was implemented in the existing Jericho landfill site 
this time. The estimated impacts and evaluation on impact of improvement of landfill is 
as following. 
 
Estimated impacts Impacts and mitigation measures Evaluation for impacts and mitigation 

measures 
In regard to Al-Ojah dumping 
site, it was necessary to clarify 
the right of ownership. 

It was proved that the site belongs to 
Al-Ojah village. 
It was also proved that land acquisition 
was not necessary, however, it would be 
necessary to set a clear boundary by 
fences and so on for the future. 

Land acquisition 

Jericho landfill site In regard to Jericho dumping site, 
fences were established as the boundary 
according to the discussion with the 
landowner, Arab society.  

Rag pickers There were impacts on rag 
pickers to some degree. 
Measurements were to make a 
list of rag pickers, and to explain 
for them about improvement and 
operation of the landfill in 
January 2007. 

The number of rag pickers was 
decreased from 10 persons in January 
2006 to 3-5 persons in June 2008. 
Rag pickers are communicating with 
guards and did not make any 
complains.  Technical manager of 
JCspd JJRRV informed that a rag 
picker said income at present is better 
than before because of no burning of 
waste and decrease of rag pickers.  
With some of them, the pilot project 
about recycling of agricultural plastic 
was implementing. 
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Groundwater 
pollution 

Measurements were to equip the 
appropriate facilities for a sanitary 
landfill (liners and leachate 
collecting pipes), and to monitor 
periodically. 
 

The amount of leachate was able to be 
checked. 
As the result, a little leachate was 
found just after raining. It was found 
that most leachate evaporated and it 
did not flow outside. 
Monitoring of groundwater was 
implemented before and after the 
improvement construction work. 
Any impacts by the landfill were not 
found. 

Surface water 
pollution 

Night soil was disposed at the site. 
Measurements were to equip the 
leachate pipes and the pond.  
 

Most leachate evaporated. Also most 
of night soil, which was disposed at 
the site, evaporated in the middle of 
wadi.  

Scattered wastes 
Odor 
Fires 
Vectors of diseases  

Measurement was to cover disposed 
wastes with soil. 

Odors and fires did not occur. 
There were not any complains from 
citizens at Al-Ojah. 

Relationship with 
citizens 

Measurements were to held 
community meetings and landfill 
visiting tours.  

Community meetings were held many 
times. Citizens did not make any 
complains about landfill. Landfill 
visiting tours were held for citizens 
and students once before 
improvement, and three times after 
improvement.  Site visit and opening 
ceremony at landfill site improve 
recognition of citizens. 

Medical wastes Measurements were to dispose 
medical wastes separately from 
municipal solid wastes, and cover 
with soil.  

The tentative disposal zone for 
medical waste was set. Medical 
wastes were disposed separately from 
municipal solid wastes. It is 
contribute to decrease the risk   

 
5. Overall Effect 
 
(1) Water Quality Monitoring 
Four water quality monitoring surveys were carried out at the wells around Jericho 

and Al-Ojah dumping sites. Concerning Jericho dumping site, the first improvement 
work was implemented in March 2007, and then this site has been operated for one and 
a half years. Until now it was confirmed that a little leachate was produced and colleted 
in the pond during the rain and it evaporated soon. This fact proved that leachate 
collection system with liner system was working in the landfill site.  

In JJRRV, the annual rainfall is only about 150 mm.  Even in the Tovlan landfill, 
which is a large-scale landfill in this area, leachate has been colleted, but it has never 
run over.  

Under this situation, the leachate collection system with liner system is enough to 
manage leachate and prevent groundwater pollution. 
. Therefore it will be implemented as monitoring to record the rainfall and the collected 
leachate from now on.  And if a risk of leachate will be increased, groundwater 
monitoring will be conducted in that case.  
 
(2) Waste Picker 
The fence was constructed and the guards ware provided at the Jericho landfill 

because it is necessary to control the landfill for environmental protection.   In the 
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landfill, activities of rag pickers are accepted and only coming and going of pickers are 
checked. The number of active pickers is about three to five. It is desirable that they will 
join the pilot project of recycling of agriculture plastic waste. A recycle house is 
constructing at landfill site and operation will start soon. 
 
(3)  Environmental and social Impact by this project 
In this project, the existing dumping site was improved as the sanitary landfill with 

liner and leachate collection system.  The environment around this landfill site has 
been changed for better because this improvement was successful and the scale of this 
landfill is small.  
Also people around the landfill site accepted the present management.  Improvement 

of the facilities enabled to make bus tours for showing around the landfill.  It was 
effective to raise public awareness and image of project on the ground. 
 
(4)  Effects of Mitigation Measures 
Landfill control was neglected before, such as construction of fences and covering soil.  

For environmental protection, landfill control including the leachate collection system is 
carried out now.  Mostly this landfill control reduces odor and prevents wastes from 
scattering. And leachate collection system with liner works well and prevents leachate 
from penetrating into underground.  These facilities are the first one introduced in the 
West Bank. Therefore they draw the attentions of related people. 
 
(5) Additional Mitigation Measures 
While Jericho landfill site has fence to control the site, Al-Ojah dumping site has no 

fence.  If Al-Ojah dumping site will be used as the site for future facilities of SWM, it is 
necessary to construct fences there. 
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Attachment-1 Environmental and Social Considerations Study 

Environmental Survey on Existing Disposal Sites  

1.1 Introduction 

For the JCspd’s SWM services that are expected to start from January 2007, 
the Jericho dumpsite and the Al-Ojah dumpsite will be used as final waste 
disposal sites until new disposal site is constructed.  These two sites are 
currently being used as waste dumpsites for their respective LAs.  However, 
the wastes are being dumped in an unsanitary condition because the 
so-called open dump method is employed.  Improvement of these dumpsites 
from an open dump to a sanitary dump is required to reduce environmental 
pollution including in the areas close by the sites.  In undertaking such a 
project, the environmental and social impacts which may be brought to bear 
by the project must be examined beforehand through survey, forecast and 
assessment so as to avoid or mitigate any adverse impacts.  

In general, the impact arising from improvement of these sites will not be 
large because the sites continue to be used and the amount of waste to be 
dumped is small.  Therefore, an IEE level study based on the secondary 
data and simple field surveys was conducted for both sites including an 
analysis of alternative plans, forecast and assessment of environmental 
impacts, and preparation of mitigation measures and monitoring plans.  

1.2 Outline of the Dumpsites and Improvement Project 

(1) Overview of the Dumpsites 

1)  Jericho Dumpsite 

This site is located on the bank of El-Qelt wadi in the suburb of Jericho City, 
at the west end of area “A”.  The surrounding area is cultivated land used 
for agriculture and several farmers’ houses can be seen.  This site has been 
used as a dump for waste generated in Jericho City including the two refugee 
camps in the city, and also as a dump for septage collected in the city by 
private organizations.  The amount of waste dumped at this site is 
estimated to be 35 ton/day. 

The waste is dumped in the manner of an open dump without a daily cover or 
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any countermeasures to prevent environmental pollution, including gas 
removal or collection and treatment of leachate.  Occasionally, the dumped 
waste is set fire to, either intentionally or unintentionally.  The maximum 
height of the fill reaches nearly 15 m (from the bed of the wadi) and some 
waste litters the wadi.  Leachate seepage is not detected in the periphery of 
the dump site, but a spillage can be seen in the bed of the wadi at a short 
distance from the dumpsite, apparently generated by the effluent of septage 
discharged.  Because this is the only water source in the area especially 
during the dry season, some birds gather there and aquatic plants are 
growing along the spillage. 

There are no organized waste scavengers at this site; but a few people earn a 
living by picking out valuable items including copper wire. 
 
2)  Al-Ojah Dumpsite 
This site is an open dumpsite located in area “B” in the suburb of Al-Ojah 
Council, about 3 km east from Route No. 90.  The site is an arid area 
consisting of several mounds, presumably eroded by a water stream in the 
catchment area of a wadi that is a tributary of the Jordan River.  The dump 
site is laid out between the wadi and agricultural land that is developed 
along the wadi.  The waste is dumped in the depression created by the 
mounds and occasionally set fire to.  Waste is dumped out of one depression 
into others.  The amount of waste dumped in one depression is estimated to 
be only 2 ton/day.  The site is owned by Al-Ojah Council. 
(2) Outline of Dumpsite Improvement 

Even though the two dump sites are not located in populated areas, some 
improvement works are required for further use to mitigate current 
environmental problems. Table.4 shows the main improvement works for 
each site. 

Table 1  Major Improvement Work on Dumpsites 
Site Improvement Remarks 

Fence and gate To control and manage the site properly 
Office To facilitate site workers and to control and manage 

the site properly  
Leachate 
drainage 

To facilitate leachate collection in some part of the 
site 

Lining To facilitate leachate collection and to prevent 
leachate seepage in other part of the site 

Cover soil  To introduce sanitary dump method 

Jericho 
Dumpsite 

Planting 
(optional) 

To improve aesthetic view 

Fence and gate To control and manage the site properly Al-Ojah 
Dumpsite Cover soil To introduce sanitary dump method. 
Source: JICA Expert Team 
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1.3 Existing Environmental Conditions 

From the results of the preliminary field surveys at the Jericho dumpsite 
and the Al-Ojah dumpsite, the existing social and natural environmental 
conditions in and around the sites are summarized in Table 2. As previously 
mentioned, both sites are located near agricultural land in the suburbs, and 
a few people are occasionally seen picking out some recyclables such as metal 
at the Jericho dumpsite.  However they are unlikely to hamper the daily 
operation of the waste dump.  No other economic activities are observed at 
either site.  

Since these dumpsites are located in a semi-arid region, it is thought that 
leachate generation is limited.  A potential source of water pollution, if any, 
might be the septage that is collected by the private cleansing company and 
discharged at the Jericho dumpsite.  However, septage effluent is observed 
to make a narrow, shallow water stream a limited distance downstream of 
the Jericho dumpsite, where some sort of algae and aquatic plants are 
growing.  No epidemiological data connecting these dumpsites with disease 
are available, but flies and mosquitoes are more likely to breed at the 
dumpsites.  

From a preliminary field survey, no sign of contamination of the water 
environment can be detected.  On the contrary, smoke accompanied by some 
smell is generated occasionally by waste burning on-site, either intentionally 
or unintentionally.  This may be a source of air pollution and foul odor.  A 
few complains of foul odor are heard from the nearby residents. 

 

Table 2  Existing Environmental Conditions at Jericho Dumpsite 
and Al-Ojah Dumpsite 

No. Items Jericho Dumpsite Al-Ojah Dumpsite 
1 Location This site is located on the 

bank of El-Qelt wadi in the 
suburbs of Jericho City, at the 
west end of area “A”. 

This site is an open dumpsite 
located in area “B” in the 
suburbs of Al-Ojah local council, 
about 3 km east from Route No. 
90. 

2 Demography and 
community 

A few farmers live on the 
opposite side of the wadi that 
runs along the south side of 
the dumpsite. 

A few farmers live on the 
opposite side of the access road 
to the dumpsite. 

3 Economic activity A few people scavenge 
recyclables occasionally 
(Agriculture in the vicinity of 
the dumpsite). 

No economic activity on site 
(Agriculture in the vicinity of 
the dumpsite) 

4 Current land use Dumping site for waste 
collected from Jericho 

Dumping site for waste 
collected from Al-Ojah 
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municipality and septage 
discharge by private company

Authority 

5 Water usage and rights None None 
6 Transport conditions No heavy traffic. One check 

point by Palestine Authority 
before dumpsite. Access road 
is unpaved. 

No heavy traffic. Access road is 
unpaved. 

7 Infrastructure and public 
facilities 

Electricity is available. 
No piped water. 

No electricity and no piped 
water 

8 Archeological and 
historical attributes 

None None 

9 Hygiene and public health No epidemiologic data 
connecting the dumpsite with 
diseases, but flies and 
mosquitoes are breeding.  

No epidemiologic data 
connecting dumpsite with 
diseases, but flies and 
mosquitoes are breeding.  

10 Environmental standards None None 
11 Hydrological conditions No surface water except for a 

short period after rainfall.  
Groundwater level is below 
90 m. 

No surface water except for a 
short period after rainfall.  
Groundwater level is below 40 
m. 

12 Meteorological conditions Semi-arid with annual 
rainfall below 105mm 

Semi-arid with annual rainfall 
below 105mm 

13 Geological, topographical 
and soil conditions 

Arid plain Undulating arid land 

14 Surface and subterranean 
water quality 

No documented data but 
leachate and septage effluent 
leach out to the wadi without 
treatment.  

No documented data. No 
leachate observed. 

15 Flora and fauna No special species No special species 
16 Landscape and visual 

amenity 
Eyesore landscape of waste 
dump 

Undulating arid area along 
wadi leading to the Jordon 
River  

17 Air pollution and odor Smoke and odor when waste 
is burnt on site. Slight odor 
detected the year round.  

Smoke and odor when waste is 
burnt on site. Slight odor 
detected the year round.  

18 Noise and vibration Noise sources are in-coming 
trucks and bulldozers when 
operating. 

Noise sources are in-coming 
trucks only. 

Source: JICA Expert Team 

1.4 Potential Impacts expected by the Project 

From the existing social and natural environmental conditions and project 
activity, the possible impacts are screened as shown in Table.5. According to 
this table, the social and environmental impacts expected by the Project are 
extremely slight or nil for most items. Therefore, further study will not be 
required.  However, item 1 for Al-Ojah dumpsite and item 2 for Jericho 
dumpsite must be examined in detail for clarification prior to the Project 
implementation. Although the physical scale of the dumping sites is small 
and the expected social and environmental impacts are limited, the 
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necessary environmental monitoring of such items as air and water is 
required during the improvement work and the dumpsite operation.  

 
Table 3  Screening of Potential Social and Environmental Impacts  

by the Project 

No Items Description Eva- 
luation Remarks (Reasons) 

I. Social Environment 
J: No No residence on site. 1 Resettlement Transfer of rights of residence 

and land ownership A: Yes No residence on site. Ownership of land 
should be clarified. 

J: Yes Scavenger’s activity will be affected to a 
greater or lesser degree.   

2 Economic 
activities 

Loss of production base and 
change of economic structure 

A: No No economic activity on site. 
J: No Traffic volume will be unchanged. 3 Traffic and 

Public facilities 
Impacts on school, hospitals 
and present traffic conditions, 
such as an increase in traffic 
jams and accidents.  

A: No Traffic volume will be slightly increased. 

J: No Regional traffic will not be disrupted. 4 Splitting of 
communities 

Separation of regional 
communities by disruption of 
regional traffic.  

A: No Regional traffic will not be disrupted. 

J: No No significant cultural property within the 
area. 

5 Cultural 
property 

Loss or decrease of the value 
of cultural assets and 
archaeological assets.  A: No No significant cultural property within the 

area. 
J: No No water use or commons. 6 Water rights and 

Rights of 
common 

Obstruction of fishing rights, 
water rights and rights of 
common. 

A: No No water use or commons. 

J: No Project is to improve current unsanitary 
conditions to sanitary condition. 

7 Public health 
conditions 

Worsening of health and 
sanitary conditions due to 
generation of garbage, and 
pathogenic insects. 

A: No Project is to improve current unsanitary 
conditions to sanitary condition. 

J: No Wastes, if generated during improvement 
work, will be dumped on site. 

8 Waste Generation of construction 
waste, debris, sludge and 
general waste. A: No Wastes, if generated during improvement 

work, will be dumped on site. 
J: No Careful construction procedures will 

ensure safety. 
9 Hazards (Risk) Increased risk of cave-ins, 

ground failure and accidents 
A: No Careful construction procedures will 

ensure safety. 
II. Natural Environment 

J: No Neither large excavation nor earth fill will 
be included in the Project. 

10 Topography and 
Geology 

Change of valuable 
topography and geology due 
to excavation or earth fill  A: No Neither large excavation nor earth fill will 

be included in the Project. 
J: No Reclamation will ensure plantation over 

the top soil after closure of the site.  
11 Soil erosion Topsoil erosion by rainfall 

after land reclamation and 
deforestation A: No Reclamation will ensure plantation over 

the top soil after closure of the site.  
12 Groundwater Exhaustion of groundwater 

caused by overdraft, and 
water pollution by leachate 

J: No No possibility of overdraft of groundwater, 
and water pollution by leachate will be 
properly mitigated. 
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A: No No possibility of overdraft of groundwater, 
and water pollution by leachate will be 
properly mitigated. 

J: No No change in discharge or water quality is 
expected since leachate is collected.  

13 Hydrological 
situation 

Change in discharge or water 
quality due to reclamation 
and drainage A: No No change in discharge or water quality is 

expected since leachate is collected.  
J: No No endangered species is reported in the 

site. 
14 Fauna and Flora Obstruction of breeding and 

extinction of species due to 
the change of habitat 
conditions 

A: No No endangered species is reported in the 
site. 

J: No No change in micro-climate (wind, 
temperature, etc) 

15 Meteorology Change of micro-climate such 
as temperature, wind etc., 
due to large scale reclamation 
and construction 

A: No No change in micro-climate (wind, 
temperature, etc) 

J: No Change in topography, vegetation is not 
expected. 

16 Landscape Change of topography and 
vegetation due to 
reclamation. Deterioration of 
aesthetic harmony by 
structure 

A: No Change in topography, vegetation is not 
expected. 

III. Environmental Pollution 
J: No Wind and heavy duty machinery may be a 

source of dust, but far from residential 
area. Open burning will be prohibited. 

17 Air pollution Pollution caused by emission 
of toxic gases from vehicles 
and waste fill. 

A: No Wind and heavy duty machinery may be a 
source of dust, but far from residential 
area. Open burning will be prohibited. 

J: No Leachate and sepatage effluent will be 
collected. 

18 Water pollution Pollution caused by surface 
runoff and leachate 

A: No Leachate will not be generated, but will 
evaporate. 

J: No Leachate and surface run-off will be 
collected.  

19 Soil 
contamination 

Contamination by surface 
runoff and leachate  

A: No Leachate and surface run-off will be 
collected.  

J: No Far from residential area. 20 Noise and 
vibration 

Noise and vibration generated 
from vehicle and heavy duty 
machinery 

A: No Far from residential area. 

J: No No plan to use groundwater.  21 Land subsidence Land deformation caused by 
the draw-down of the water 
table 

A: No No plan to use groundwater.  

J: No Cover soil prevents odor emission from 
dumpsite considerably. 

22 Offensive odor Offensive odor generated from 
dumpsite.  

A: No Cover soil prevents odor emission from 
dumpsite considerably. 

Overall evaluation: Either IEE or EIA is necessary for 
the Project implementation? 

No Further study is required to clarify items 1 
(for Al-Ojah) and 2 (for Jericho). 

Note: J = Jericho Dumpsite, A = Al-Ojah Dumpsite 
Source: JICA Expert Team 
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Attachement -2 Environmental and Social Consideration on the Improvement and 

Extension Project of Jericho Disposal Site 

1. Outline of the Improvement and Extension Project of Jericho Disposal site 

Even though the Jericho dump sites are not located in populated areas, some 
improvement works are required for further use to mitigate current 
environmental problems.  The Improvement and Extension Project was 
planned and implemented in two stage as shown in Table 1.  The 
Improvement and Extension project is conducted in the same site. 

 

Table.4  Improvement and Extesion Project of Jericho Disposal Site 
Site Improvement and 

Extension 
Remarks 

Fence and gate  To control and manage the site properly 
(North, east and west side) 

Guard house To facilitate site workers and to control 
and manage the site properly  

Preparation of landfill 
area and lining 

Preparation of landfill area 
To prevent leachate seepage in 
groundwater and other part of the site. 

Leachate collection and 
pond 

To facilitate leachate collection and 
storage 

Gas removal pipe To remove landfill gas 
Planting around the site To improve aesthetic view 

First Stage 
Improvement 
of Jericho 
Disposal site 
(Jan 2007- 
March 2007) 
 

Access road For movement of collection vehicle 
Extension of landfill area 
and lining 

Extension of landfill area within the site 
and lining 
To prevent leachate seepage in 
groundwater and other part of the site. 

Leachate collection pipe 
and gas removal pipe 

To facilitate leachate collection and 
landfill gas removal 

Discharge place for 
septage 

To control discharge point of septage 

Fence and gate  To control and manage the site properly 
(South side and specified area for medical 
waste) 

Surrounding road For movement of collection vehicle 

Second stage 
Extension of 
Jericho 
Disposal site  
(Oct. 2007- 
March 2008) 

Garage To keep heavy equipment for landfill 
Cover soil in Operation To introduce sanitary landfill method 

To make compaction of waste and to 
prevent open burning and odor. 

Operation 
(Continue) 

Control of landfill site Recording of collection vehicle 
Source: JICA Expert Team 
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2. Potential Impacts expected by the Project 

From the existing social and natural environmental conditions and project 
activity, the impacts and mitigation measures are evaluated as shown in 
Table 2.   
According to this table, the social and environmental impacts expected by 
the Project are slight or nil for most items because of small scale construction 
and disposal amount of solid waste.  However, mitigation measures will be 
required for item 2 (Economic activity), item 12 (Ground water), item 17 (Air 
pollution), item 18 (Water pollution) and item 22 (Offensive odor) due to 
waste disposal at the site. 
 
Although the physical scale of the disposal sites is small and the expected social and 
environmental impacts are limited, the necessary environmental monitoring of such 
items as air and water is required during the operation stage. 
 



 

－
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Table.5  Potential Environmental and Social Impacts of the Project 

Evaluation 
No Items Description Construction/Operation Activities Construc-

tion stage
Operation 

stage 
Reason and Mitigation measure 

 I. Social Environment     

1 
Resettlement 

Transfer of rights of residence and 
land ownership 

The site is present dumping site and 
no residence. The site is used for 
disposal site. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

2 

Economic 
activities 

Loss of production base and 
change of economic structure The site is controlled during 

construction and operation stage. 
Scavenger’s activity will be affected. 

B (Some 
impact) 

B (Some 
impact) 

Explanation of the project to the 
scavengers. 
Registration of scavenger and allow to 
work in the site. 

3 

Traffic and 
Public facilities 

Impacts on school, hospitals and 
present traffic conditions, such as 
an increase in traffic jams and 
accidents.  

Small traffic for transportation of 
construction material and solid 
waste. Traffic volume will be 
unchanged. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact 

Excavated soil during construction is 
used on the site.  

4 Splitting of 
communities 

Separation of regional 
communities by disruption of 
regional traffic.  

Small traffic for construction and 
solid waste disposal 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact Regional traffic will not be disrupted. 

5 Cultural 
property 

Loss or decrease of the value of 
cultural assets and archaeological 
assets.  

No significant cultural property in 
the site. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

6 
Water rights and 
Rights of 
common 

Obstruction of fishing rights, 
water rights and rights of 
common. 

No water use or rights of commons. Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

7 
Public health 
conditions 

Worsening of health and sanitary 
conditions due to generation of 
garbage, and pathogenic insects. 

Project is to improve current 
unsanitary waste disposal to 
sanitary condition. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact 

Open burning will be stopped and waste 
is covered by soil. 

8 

Waste Generation of construction waste, 
debris, sludge and general waste. 

Wastes will be dumped on site 
during construction period.  
Waste will be disposed in sanitary 
manner during operation 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact 

Excavated soil is stored and used for 
covering soil. 
Implementation of covering soil. 

9 
Hazards (Risk) Increased risk of cave-ins, ground 

failure and accidents 
Careful construction procedures will 
ensure safety. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact 

Careful construction at the site 
Proper operation of solid waste disposal 

 II. Natural Environment     
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10 
Topography and 
Geology 

Change of valuable topography 
and geology due to excavation or 
earth fill  

Neither large excavation nor earth 
fill will be included in the Project. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

11 
Soil erosion Topsoil erosion by rainfall after 

land reclamation and 
deforestation 

Small rainfall area Negligible 
impact 

Negligible 
impact 

Reclamation will ensure plantation over 
the top soil after closure of the site. 

12 

Groundwater Exhaustion of groundwater 
caused by overdraft, and water 
pollution by leachate 

Small use of water for construction 
and disposal of waste.  Water 
pollution by leachate will be 
properly mitigated. 

Negligible 
impact 

B (Some 
impact) 

Leachate collection and liner system will 
be installed to prevent seepage of 
leachate 
Monitoring of ground water 

13 
Hydrological 
situation 

Change in discharge or water 
quality due to reclamation and 
drainage 

No change in discharge or water 
quality is expected since leachate is 
collected.  

Negligible 
impact 

Negligible 
impact 

No change in discharge or water quality 
is expected since leachate is collected 
and stored. 

14 
Fauna and Flora Obstruction of breeding and 

extinction of species due to the 
change of habitat conditions 

No endangered species is reported in 
the site. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

15 

Meteorology Change of micro-climate such as 
temperature, wind etc., due to 
large scale reclamation and 
construction 

The project includes small scale 
construction and reclamation. No 
change in micro-climate (wind, 
temperature, etc) 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

16 
Landscape Change of topography and 

vegetation due to reclamation. 
Deterioration of aesthetic 
harmony by structure 

Small change of topography after 
disposal of solid waste 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact Planting around the site 

 III. Environmental Pollution     

17 

Air pollution Pollution caused by emission of 
toxic gases from vehicles and 
waste fill. 

Wind and heavy equipment may be 
a source of dust, but far from 
residential area. Open burning of 
waste will be prohibited. 

Negligible 
impact 

B (Some 
impact) 

Make covering soil to prevent open 
burning during operation stage. 

18 
Water pollution Pollution caused by surface runoff 

and leachate 
Leachate will be collected and 
stored.  Sepatage effluent will be 
unchanged. 

Negligible 
impact 

B (Some 
impact) 

Liner system, leachate collection system 
and leachate pond is provided. 
Monitoring of Leachate 

19 
Soil 
contamination 

Contamination by surface runoff 
and leachate  

Disposal site will be covered by soil 
and leachate will be collected.  

Negligible 
impact 

Negligible 
impact Leachate will be collected and stored. 

20 
Noise and 
vibration 

Noise and vibration generated 
from vehicle and heavy duty 
machinery 

Operation of heavy equipment but 
site is far from residential area. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  
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21 
Land subsidence Land deformation caused by the 

draw-down of the water table 
Limited use of waster for drinking 
and planting. 

Negligible 
impact 

Negligible 
impact  

22 
Offensive odor Offensive odor generated from 

dumpsite.  
Solid waste disposal with covering 
soil 

Negligible 
impact 

B (Some 
impact) 

Covered soil to prevent odor emission 
from dumpsite. 

Note : Impact A: significant impact anticipated, B: Some impact anticipated, C: unknown (Requires consideration, may become clear during course of survey), D: Negligible impact 
Source: JICA Expert Team 
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プロジェクト名： パレスチナジェリコ及びヨルダン渓谷における廃棄物管理能力向上プロジェクト（フェ

ーズ 2）（3年間） 

プロジェクト目標 備考 
1．ジェリコ及びヨルダン渓谷に持続的な循環型総合的廃棄

物管理（ISWM）システム及び組織が導入（立ち上げ）さ

れる。 

 

2．ISWM の成功事例が、パレスチナ他地域にモデルケース

として共有される。 

 

内容 備考 

1．財政 

（1）SWM サービスの重要性、サービス料金の支払いに対す

る意識向上 

（2）ジェリコ市内の大口顧客及び主要な廃棄物発生源につ

いての調査 

（3）難民キャンプ関連の SWM サービスに係る運営経費及び

コスト回収についての調査 

（4）UNDP 経由無償資金協力機材導入後の運営経費の分析 

（5）ジェリコ市に対するサービス料金体系の改定（実質的

には値上げ） 

（1）現在でもサービス料を支払わない自治

体に対しては、サービスの停止だけではな

く、支払いをするよう働きかけも同時に行

っている。 

（2）（3）現在ジェリコ市と顧客が契約をし

ているが、料金が 1997 年以降改定されて

いないため、JCspd JJRRV が契約を行いた

い。 

2．マネジメント 

（1）現在の SWM 体制の調査及び収集・運搬ルートの設定 

（2）JJRRV における ISWM のための GIS 導入 

（3）ISWM に関する JCspd JJRRV 職員の研修 

（4）JJRRV における ISWM 導入に当たっての便益と課題の

調査 

（5）ジェリコ処分場閉鎖後の代替案の調査 

（6）JJRRV におけるゴミ量・ゴミ質の調査 

(7）ISWM 導入を通じての気候変動への緩和・適応策につ

いての検討 

（2）コンピューター化によって事業実施体

制の検討・変更を容易にしたい。 

（5）処分場は C地域に建設する必要がある。

またラマラに運搬する場合の経費も計算

したい。EQA は西岸地区には北部、中部、

南部の3ヵ所に処分場が必要との見解を示

しているが、現場の視点から考えると、こ

れはフィージブルではない。MoLG も JJRRV

に処分場を建設するとの考えをもともと

もっていた。 

（6）既に実施済みであるが、見直しを行い

たい。 

3．ISWM 

（1）JCspd JJRRV における収入向上のためのリサイクル事

業の可能性についての調査 

（2）再利用、再販売も含む廃棄物分別についての調査 

（3）コンポスト化の可能性についての調査 

（4）ISWM についての最適な技術についての調査 

（1）紙等、現在実施していないものについ

て。 

（3）JJRRV の 60～70％が有機性廃棄物であ

るため検討したい。 

ISWM を考えるうえで、日本の 3R の経験

に学びたい。 

4．処分場運営 

（1）UNDP 経由無償資金協力機材導入後のジェリコ処分場

運営の強化 

（2）処分場の設計・建設についての JCspd JJRRV 職員に対

する研修 

（3）JJRRV における新処分場建設の調査 

 

5．新しい廃棄物収集システム 

（1）JJRRV における新収集・運搬システムの導入 

（2）新システムに係るタイム及びモーション調査 

（3）新システム導入後の新規収集ルート設定 

 

6．広報・意識啓発 
（1）JJRRV における ISWM についての意識啓発 
（2）発生源における分別についての意識啓発 
（3）廃棄物の発生抑制に対する意識啓発 
（4）ニュースレター及びリーフレットの作成 
（5）メディア教材の作成 
（6）セミナー/ワークショップの開催 

フェーズ 1で実施しているが、継続する必要

がある。 

7．モデル化 

上記活動を実施することによるモデル化 
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